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葛
お
母
さ
ん
た
ち
が
立
ち
上
げ
た「
子
育
て
サ
ロ
ン
c
h
o
u 
c
h
o
u

（
シ
ュ
シ
ュ
）」
地
域
の
子
育
て
家
庭
の
憩
い
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す

地
域
の
団
体
が
運
営
す
る 

「
ひ
と
と
き
保
育
馬
橋
」が 

開
所
し
ま
す

　
　

年
度
に
導
入
予
定
の
応
援
券
対

１９
象
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

　

通
院
な
ど
の
用
事
や
リ
フ
レ
ッ
シ

ュ
し
た
い
と
き
、
お
子
さ
ん
を
短
時

間
預
か
る
「
ひ
と
と
き
保
育
」
を
旧

馬
橋
出
張
所
（
高
円
寺
南
３
們　

們
３１

３
）
に
開
所
し
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、

乳
幼
児
親
子
が
交
流
で
き
る
「
つ
ど

い
の
広
場
」
も
実
施
し
ま
す
。
運
営

は
、
区
内
の
子
育
て
支
援
に
実
績
の

あ
る
「
す
ぎ
な
み
保
育
ぐ
る
ー
ぷ
」

が
行
い
、
区
が
支
援
し
ま
す
。

◇
つ
ど
い
の
広
場

　
 

サ
ー
ビ
ス
開
始
日
＝　

月
４
日

１２

㈪
▽
開
所
日
時
＝
月
～
金
曜
日
、
第

二
・
四
土
曜
日
の
午
前　

時
～
午
後

１０

３
時 

就
学
前
の
親
子 

一
日
一
〇

〇
円

◇
ひ
と
と
き
保
育

　
 

サ
ー
ビ
ス
開
始
日
＝　

月　

日

１２

１１

㈪
▽
開
所
日
時
＝
月
～
金
曜
日
、
第

二
・
四
土
曜
日
の
午
前
９
時　

分
～

３０

午
後
４
時　

分 

生
後
６
カ
月
以
上

３０

就
学
前
の
乳
幼
児 

六
名 

一
時
間

八
〇
〇
円 

初
回
の
み
事
前
面
接
が

必
要
で
す
。
面
接
の
申
し
込
み
は　
１２

内
対

費

内

対
定

費

他

応
援
券
の
対
象
と
な
る 

サ
ー
ビ
ス
提
供
者
説
明
会
を 

開
催
し
ま
す

　

現
在
、
子
育
て
支
援
活
動
を
し
て

い
る
方
、
や
っ
て
み
た
い
企
画
の
あ

る
方
な
ど
、
ぜ
ひ
説
明
会
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。
説
明
会
で
は
、
サ
ー
ビ

ス
提
供
者
に
な
る
た
め
の
手
続
き
方

法
や
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
な
ど
に
つ
い
て

ご
案
内
し
ま
す
。
な
お
、応
援
券
は
、

お
む
つ
や
ミ
ル
ク
な
ど
の
物
品
購
入

に
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

　

手
続
き
方
法
や
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

は
、
事
業
者
の
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
意

見
な
ど
を
伺
い
変
更
を
加
え
、　

月
１２

中
旬
に
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
改
め
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
 

・ 
　

月　

日
㈭
午
後
６
時　

１１

３０

３０

分
～
８
時
＝
あ
ん
さ
ん
ぶ
る
荻
窪
・

四
階
教
室
（
荻
窪
５
們　

們　

）
▽

１５

１３

　

月　

日
㈮
午
前　

時
～　

時　

分

１２

１５

１０

１１

３０

＝
区
役
所
第
四
会
議
室（
中
棟
六
階
）

 

当
日
、
直
接
会
場
へ 
　

年
１
月

１９

時

場

申

他

以
降
も
説
明
会
を
開
催
す
る
予
定
で

す◇
想
定
し
て
い
る
サ
ー
ビ
ス
分
野

▽
子
ど
も
を
預
か
る
サ
ー
ビ
ス

①
ひ
と
と
き
保
育
（
一
時
保
育
）

②
自
宅
で
の
託
児
サ
ー
ビ
ス

③
イ
ベ
ン
ト
で
の
託
児
サ
ー
ビ
ス　

　

な
ど

▽
親
子
参
加
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

①
コ
ン
サ
ー
ト
・
観
劇
な
ど

②
ふ
れ
あ
い
遊
び
・
料
理
・
体
操
・

リ
ト
ミ
ッ
ク
な
ど
の
講
座

月
４
日
㈪
か
ら
受
け
付
け
ま
す

◇　

月
１
日
㈮
に
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ

１２ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す

　
 

・ 

午
前　

時
～
正
午
、
午
後

１０

１
時
～
３
時
＝
つ
ど
い
の
広
場
の
見

学
と
体
験
、
つ
ど
い
の
広
場
・
ひ
と

と
き
保
育
の
利
用
方
法
も
説
明
し
ま

す
／
午
前　

時
、
午
後
１
時　

分
に

１１

３０

お
楽
し
み
会
が
あ
り
ま
す 

就
学
前

の
親
子
や
近
所
の
方
な
ど 

無
料 

当
日
、
直
接
会
場
へ☆

　
 

・ 

利
用
方
法
な
ど
詳
細
は
、

す
ぎ
な
み
保
育
ぐ
る
ー
ぷ
緯
６
７
６

２
倆
５
７
３
７
へ 

同
時
に
運
営
ス

タ
ッ
フ
も
募
集
し
て
い
ま
す

開
設
場
所
の
情
報
提
供
を 

お
願
い
し
ま
す

　
　

年
度
に「
ひ
と
と
き
保
育
・
つ
ど

１９
い
の
広
場
」
を
新
た
に
二
カ
所
開
設

す
る
予
定
で
す
。井
草
地
域（
井
草
・

上
井
草
・
下
井
草
な
ど
）、永
福
・
和
泉

地
域（
永
福
・
和
泉
・
方
南
・
堀
ノ
内
な

ど
）、西
荻
地
域（
松
庵
・
西
荻
北
・
西

荻
南
な
ど
）で
、提
供
し
て
い
た
だ
け

る
家
屋
や
店
舗
（
保
育
ス
ペ
ー
ス
と

し
て
五
〇
㎡
程
度
、
つ
ど
い
の
広
場

併
用
の
場
合
は
一
〇
〇
㎡
以
上
）
な

ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、子
ど
も
・
子
育

て
計
画
担
当
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
建
物
の
改
修
経
費
の
一
部

に
区
の
補
助
が
あ
り
ま
す
。

時

内

対費

申

申

問

他

③
遠
足
・
バ
ス
ハ
イ
ク
な
ど
の
イ
ベ

ン
ト
・
企
画　

な
ど

▽
親
サ
ポ
ー
ト
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

①
産
後
の
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
、
母
乳
相

談
、
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
家
事
援

助
な
ど
、
産
後
を
中
心
と
し
た
サ
ポ

ー
ト

②
子
育
て
の
講
座　

な
ど

※
現
時
点
で
想
定
し
て
い
る
サ
ー
ビ

ス
の
例
示
で
す
。
今
後
、
広
く
皆

さ
ん
の
ご
提
案
で
サ
ー
ビ
ス
を
増

や
し
て
い
き
ま
す
。

「（仮称）杉並子育て応援券」が利用できるサービス「（仮称）杉並子育て応援券」が利用できるサービスをを
地域で提供する方を募集しま地域で提供する方を募集しますす

◇
愛
称
を
募
集
し
ま
す

　

就
学
前
の
親
子
に
親
し
ま
れ
る

「（
仮
称
）
杉
並
子
育
て
応
援
券
」
の

愛
称
を
募
集
し
ま
す
。

　
 

ハ
ガ
キ
、
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
Ｅ

メ
ー
ル
に
「（
仮
称
）
杉
並
子
育
て
応

援
券
」
の
愛
称
・
理
由
・
住
所
・
氏

名
を
書
い
て
、　

月　

日
（
必
着
）

１２

２５

ま
で
に
子
ど
も
・
子
育
て
計
画
担
当

胃
５
３
０
７
倆
０
６
８
８
死K

-S
IE

N
-K
@
city.suginam

i.lg.jp

へ

申

民
間
事
業
者
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、
地
域
の
団
体
、
さ
ら
に
は

子
育
て
当
事
者
自
身
の
グ
ル
ー
プ
な
ど
、
た
と
え
小
さ
な

規
模
の
団
体
で
あ
っ
て
も
子
育
て
支
援
の
主
役
に
な
れ
ま

す
。
ぜ
ひ
、
説
明
会
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

們
們
問
い
合
わ
せ
は
、
子
ど
も
・
子
育
て
計
画
担
当
へ
。

「（仮称）杉並子育て応援券「（仮称）杉並子育て応援券」」とはとは１９年度
導入予定

　ひととき保育などの有料の子育て支援サービスに利
用できる券を就学前の子どもがいる家庭に配付し、サー
ビスを利用しやすくする事業です。現在、０〜２歳児
の子どもの保護者には年額６万円、３〜５歳児の保護者
には年額３万円程度のチケットの配付を予定していま
す。区ではこの事業の導入により、子育て家庭が安心
して、ゆとりをもって子育てができるような地域づくり
をめざしています。
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桃
井
原
っ
ぱ
広
場
（
桃
井
３
們

８
）「
試
行
ド
ッ
グ
ラ
ン
」
は
、　
１９

年
１
月
中
旬
か
ら
試
行
実
施
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
広
さ
は
約
四
三

〇
㎡
で
、駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

利
用
に
は
、
利
用
者
登
録
が
必
要

で
す
。

　

な
お
、
利
用
者
登
録
証
の
交
付

は
、
窓
口
受
付
、
郵
送
受
付
と
も

後
日
郵
送
と
な
り
ま
す
。

　
 

利
用
者
登
録
に
必
要
な
書
類

＝
一
枚
の
利
用
者
登
録
申
込
書
で

二
頭
ま
で
、
家
族
を
含
め
て
利
用

者
登
録
で
き
ま
す
。
①
利
用
者
登

録
申
込
書
（
二
枚
複
写
）
②
犬
の

登
録
が
確
認
で
き
る
鑑
札
の
コ
ピ

ー
（
窓
口
受
付
の
方
も
同
じ
）
③

申

狂
犬
病
予
防
接
種
（
一
年
以
内
）

を
し
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
狂
犬

病
予
防
注
射
済
票
な
ど
の
コ
ピ
ー

（
窓
口
受
付
の
方
も
同
じ
）
④
混

合
ワ
ク
チ
ン
接
種
（
一
年
以
内
）

を
し
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
物
の

コ
ピ
ー（
窓
口
受
付
の
方
も
同
じ
）

⑤
返
信
用
の
封
筒
（
定
形
の
も
の

で
住
所
・
氏
名
を
記
入
し
、
九
〇

円
切
手
を
は
っ
た
も
の
）
▽
利
用

者
登
録
申
込
書
の
配
布
＝　

月　
１２

１１

日
㈪
か
ら
み
ど
り
公
園
課
（
区
役

所
西
棟
五
階
）、西
荻
区
民
事
務
所

（
桃
井
４
們
３
們
２
）、西
荻
地
域

区
民
セ
ン
タ
ー
（
桃
井
４
們
３
們

２
）
で
配
布
し
ま
す
▽
登
録
受
付

＝
窓
口
受
付
＝　

月　

日
㈬
か
ら

１２

２０

み
ど
り
公
園
課
公
園
利
用
係
へ
▽

郵
送
受
付
＝
利
用
者
登
録
申
込
に

必
要
な
書
類
を
み
ど
り
公
園
課
公

園
利
用
係
へ
（
料
金
は
郵
便
局
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
）

特
別
受
付
窓
口
を 

設
置
し
ま
す

　

当
日
は
、
混
雑
が
予
想
さ
れ
る

た
め
、
時
間
に
は
余
裕
を
も
っ
て

お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
 

・ 
　

月　

日
㈫
午
後
１
時

１２

１９

～
４
時
、
６
時
～
８
時
＝
区
役
所

第
二
会
議
室
（
東
棟
三
階
）
▽　
２３

日
㈷
午
後
１
時
～
４
時
＝
西
荻
地

域
区
民
セ
ン
タ
ー
二
階
第
一
・
二

集
会
室 

当
日
、
直
接
会
場
へ

時

場申

あ
な
た
の
マ
ナ
ー
は
大
丈
夫

あ
な
た
の
マ
ナ
ー
は
大
丈
夫
？？

們
們
問
い
合
わ
せ
は
、
み
ど
り
公
園
課
公
園
利
用
係
へ
。

頑
張
る
商
店
会

　

区
に
は
約
一
四
〇
の
商
店
会
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
中
の
お
よ
そ
九
〇
の

商
店
会
が
集
ま
っ
て
で
き
た
杉
並
区

商
店
会
連
合
会
が
、
今
年
創
立
五
五

周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
商
店
会
は
日

々
の
買
い
物
だ
け
で
な
く
、
に
ぎ
わ

い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、
様

々
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

猿
き
れ
い
な
ま
ち
づ
く
り

　

カ
ラ
ー
舗
装
（
商
店
街
の
道
路
の

舗
装
）、
装
飾
灯
（
商
店
街
の
街
路

灯
）、ア
ー
ケ
ー
ド
の
建
設
・
維
持
、道

路
に
捨
て
ら
れ
た
ガ
ム
の
除
去
な
ど

猿
安
心
・
安
全
の
た
め
に

　

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
、
自
転
車
乗

り
入
れ
の
禁
止
、
路
上
禁
煙
な
ど

猿
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

　

各
種
催
し
、
休
憩
ベ
ン
チ
の
設
置

な
ど

　

今
年
度
、
西
武
井
荻
商
店
街
振
興

組
合
で
は
、
無
料
休
憩
所
や
だ
れ
で

も
ト
イ
レ
、貸
し
ギ
ャ
ラ
リ
ー
な
ど
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
機
能
を
も
た
せ
た

「
街
の
駅
」を
開
設
す
る
予
定
で
す
。

現
在
、　

年
２
月
開
設
を
め
ざ
し
て

１９

準
備
中
で
す
。

猿
地
域
と
の
連
携

　

永
福
町
商
店
街
振
興
組
合
で
は
高

千
穂
大
学
生
、
阿
佐
谷
商
店
街
振
興

組
合
と
上
井
草
商
店
街
振
興
組
合
で

は
そ
れ
ぞ
れ
東
京
大
学
生
と
一
緒
に

商
店
街
と
地
域
の
活
性
化
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
東
高
円
寺
通

り
商
店
街
振
興
組
合
で
は
女
子
美
術

大
学
な
ど
と
共
に
商
店
街
マ
ッ
プ
を

作
成
中
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
年
末
に
か
け
て
、
歳
末

大
売
出
し
な
ど
、
催
し
も
も
り
だ
く

さ
ん
で
す
。
お
近
く
の
商
店
街
を
、

ぜ
ひ
の
ぞ
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
 

産
業
振
興
課
商
工
係

共
通
商
品
券
を 

ご
利
用
く
だ
さ
い

　

区
内
約
二
三
〇
〇
店
舗
で
利
用
で

き
る
共
通
商
品
券
で
す
。　

月
１
日

１０

か
ら
は
、
新
た
に
一
部
の
ス
ー
パ
ー

で
も
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
景
品
や
贈
答
用
に
、
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　
 

杉
並
区
商
店
会
連
合
会
事
務
局

緯
３
２
２
０
倆
１
２
２
１

す
ぎ
な
み
カ
ー
ド
を 

お
持
ち
で
す
か

　
「
す
ぎ
な
み
カ
ー
ド
」
は
阿
佐
谷
、

高
円
寺
、荻
窪
、

浜
田
山
、和
田
・

妙
法
寺
・
松
ノ

木
地
区
の
商
店

街
で
利
用
で
き

る
共
通
ポ
イ
ン

ト
カ
ー
ド
で

す
。
加
盟
店
で
の
お
買
上
金
額
一
〇

〇
円
ご
と
に
一
ポ
イ
ン
ト
た
ま
り
、

一
ポ
イ
ン
ト
一
円
と
し
て
買
い
物
が

で
き
ま
す
。今
年
で
五
周
年
を
迎
え
、

会
員
も
四
万
人
を
超
え
ま
し
た
。
入

会
金
、
年
会
費
と
も
に
無
料
で
す
。

カ
ー
ド
は
加
盟
店
で
そ
の
場
で
発
行

で
き
ま
す
。
加
盟
店
は
、
の
ぼ
り
、

ス
テ
ッ
カ
ー
が
目
印
で
す
。詳
細
は
、

す
ぎ
な
み
カ
ー
ド
連
合
会
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
 

杉
並
カ
ー
ド
連
合
会
事
務
局
緯

５
３
０
５
倆
１
８
５
０
（
月
～
金
曜

日
午
前　

時
～
午
後
６
時
）

１０

問問問

地元の商店街へ
いらっしゃい外

犬
や
猫
の
飼
い
主
の
皆
さ
ん

犬
や
猫
の
飼
い
主
の
皆
さ
ん
、、

マ
ナ
ー
を
守
っ
て
飼
い
ま
し
ょ

マ
ナ
ー
を
守
っ
て
飼
い
ま
し
ょ
うう

犬
の
飼
い
主
の

皆
さ
ん
へ

◇
登
録
は
お
済
み

で
す
か

　

飼
い
犬
は
、
生
涯
に
一
度
の
登
録

と
毎
年
の
狂
犬
病
予
防
注
射
の
接
種

が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

◇
散
歩
時
の
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
い
ま

す
か

　

散
歩
を
す
る
と
き
は
、
必
ず
リ
ー

ド
（
引
き
綱
）
に
つ
な
い
で
、
制
御

で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。ま
た
、

フ
ン
は
必
ず
持
ち
帰
り
、
お
し
っ
こ

も
臭
い
が
残
ら
な
い
よ
う
、
水
や
消

臭
剤
を
持
参
し
、
洗
い
流
し
て
く
だ

さ
い
。

◇
近
隣
の
方
の
迷
惑
に
な
っ
て
い
ま

せ
ん
か

　

無
駄
ぼ
え
を
す
る
場
合
は
、
室
内

へ
入
れ
る
、
散
歩
に
連
れ
て
行
く
、

カ
ー
テ
ン
な
ど
で
外
か
ら
の
刺
激
を

遮
断
す
る
な
ど
ス
ト
レ
ス
を
和
ら
げ

る
よ
う
努
め
、
近
隣
の
迷
惑
に
な
ら

な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
も
し
、
飼
い
犬
が
人
を
か
ん
で
し

ま
っ
た
ら
啻

　

必
ず
保
健
所
に
事
故
発
生
届
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
か
ん
だ
犬
は
獣

医
師
に
検
査
し
て
も
ら
っ
て
く
だ
さ

い
。
飼
い
主
に
は
、
狂
犬
病
の
有
無

を
獣
医
師
に
診
断
し
て
も
ら
う
義
務

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
放
し
飼
い
は

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

猫
の
飼
い
主
な
ど

の
皆
さ
ん
へ

◇
屋
内
飼
育
と
終
生

飼
養

　

屋
外
は
交
通
事
故
や
感
染
症
の
危

険
な
ど
、
猫
に
と
っ
て
安
全
な
場
所

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
思
わ
ぬ

所
で
近
隣
に
迷
惑
を
か
け
て
い
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。外
に
出
す
場
合
は
、

飼
い
主
の
連
絡
先
な
ど
を
明
記
し
た

迷
子
札
な
ど
を
着
け
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
一
度
飼
い
始
め
た
ら
最
後

ま
で
責
任
を
持
っ
て
く
だ
さ
い
。
飼

い
主
と
と
も
に
生
活
し
て
こ
そ
幸
せ

な
の
だ
と
い
う
こ
と
を
忘
れ
な
い
で

く
だ
さ
い
。

◇
不
妊
・
去
勢
手
術

　

不
妊
・
去
勢
手
術
を
行
う
と
、
性

格
が
お
と
な
し
く
な
る
、
発
情
期
の

鳴
き
声
や
ス
ト
レ
ス
が
な
く
な
る
な

ど
の
効
果
が
あ
り
、
屋
内
飼
育
も
し

や
す
く
な
り
ま
す
。

◇
飼
い
主
の
い
な
い
猫

　

面
倒
を
見
る
の
で
あ
れ
ば
、
こ
れ

以
上
不
幸
な
猫
が
増
え
な
い
よ
う
に

す
る
、
と
い
う
強
い
意
識
を
持
つ
必

要
が
あ
り
ま
す
。
か
わ
い
そ
う
だ
か

ら
と
え
さ
だ
け
を
や
る
こ
と
は
、
結

果
的
に
こ
う
し
た
境
遇
の
猫
を
増
や

す
こ
と
に
な
り
か
ね
ず
、
周
辺
環
境

の
衛
生
問
題
、ふ
ん
尿
の
被
害
な
ど
、

近
隣
と
の
ト
ラ
ブ
ル
の
原
因
と
も
な

り
ま
す
。

　

え
さ
を
や
る
場
合
は
、
食
べ
残
し

の
後
始
末
や
フ
ン
の
処
理
な
ど
周
辺

環
境
に
対
す
る
配
慮
は
も
ち
ろ
ん
、

不
妊
･
去
勢
手
術
を
実
施
し
、
不
幸

な
子
猫
が
生
ま
れ
な
い
よ
う
に
心
が

け
て
く
だ
さ
い
。
人
と
猫
が
共
生
す

る
た
め
に
は
、
こ
う
し
た
猫
に
対
し

て
、
近
隣
の
方
々
の
理
解
と
協
力
が

不
可
欠
で
す
。
飼
い
主
の
い
な
い
猫

の
面
倒
を
見
て
い
る
方
は
、
近
隣
地

域
の
住
民
の
理
解
を
得
る
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。

　
 

杉
並
保
健
所
生
活
衛
生
課
緯
３

３
９
１
倆
１
９
９
１

問

桃桃
井井
原原
っっ
ぱぱ
広広
場場

「「
試試
行行
ドド
ッッ
ググ
ララ
ンン
」」
利利
用用
者者
登登
録録

桃
井
原
っ
ぱ
広

桃
井
原
っ
ぱ
広
場場

「
試
行
ド
ッ
グ
ラ
ン
」
利
用
者
登

「
試
行
ド
ッ
グ
ラ
ン
」
利
用
者
登
録録

　１１月２日㈭、中央図書館はインド国の慈善団体「ガンディー修養
所再建トラスト」（本部はデリー）と、教育・文化などの広範囲な
人的交流の促進を内容とする『杉並区立中央図書館とガンディー修
養所再建トラストとの友好交流に関する協定』を締結しました。来
年の「日印交流年」を前に、区で
は今年９月から同図書館で常設
「ガンディー展」を公開し、両国
友好に取り組んでいます。今後、
この協定によって、教育・文化な
どの広範囲な人的交流を視野に
入れ、相互理解と一層の友好親善
のための取り組みを進めていき
ます。

インドの慈善団体インドの慈善団体とと
友好交流の協定を締結しまし友好交流の協定を締結しましたた

害害問い合わせは、中央図書館緯３３９１崖５７５４へ。

▲協定書

自
治
基
本
条
例
に
基
づ
く

区
民
等
の
意
見
提
出 

手
続
の
変
更

　

「
広
報
す
ぎ
な
み
」　

月　
１０

２１

日
号
お
よ
び　

月
１
日
号
で

１１

「
杉
並
区
子
ど
も
読
書
活
動
推

進
計
画
（
改
定
素
案
）」
に
つ
い

て
、
意
見
提
出
手
続
予
告
お
よ

び
意
見
提
出
期
間
の
変
更
を
お

知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、
改
定
素

案
に
つ
い
て
再
度
検
討
と
調
整

が
必
要
と
な
っ
た
た
め
、
意
見

提
出
手
続
を
延
期
し
ま
す
。

　

意
見
提
出
期
間
や
改
定
素
案

に
つ
い
て
は
、改
め
て「
広
報
す

ぎ
な
み
」で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
 

中
央
図
書
館
緯
３
３
９
１

倆
５
７
５
４

問
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た
だ
け
る
古
本
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
 
　

月
３
日
㈰
午
前　

時
～
午
後

１２

１０

３
時 

セ
シ
オ
ン
杉
並
（
梅
里
１
們

　

們　

） 

文
庫
・
新
書
・
絵
本
で

２２

３２

状
態
の
良
い
本 

当
日
、
直
接
会
場

へ 

杉
並
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
推
進

セ
ン
タ
ー
緯
５
３
４
７
倆
３
９
３
９

 

パ
ネ
ル
で
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
子
ど
も

た
ち
の
暮
ら
し
を
紹
介
し
ま
す

不
燃
化
促
進
住
宅
入
居
者

　

次
の
地
域
で
自
己
居
住
用
住
宅
を

耐
火
建
築
物
な
ど
に
建
て
替
え
る
場

合
、
空
室
が
あ
れ
ば
、
工
事
期
間
中

の
一
時
移
転
先
と
し
て
不
燃
化
促
進

住
宅
を
利
用
で
き
ま
す
。

　
 

対
象
地
域
＝
蚕
糸
試
験
場
・
気

象
研
究
所
跡
地
周
辺
地
区
地
区
計
画

区
域
、
天
沼
三
丁
目
地
区
、
防
火
地

域
、
杉
並
区
防
災
都
市
づ
く
り
調
査

に
お
け
る
十
二
町
丁
目
、
新
た
な
防

火
規
制
区
域
な
ど
▽
利
用
住
宅
＝
和

田
住
宅
（
和
田
３
們　

們　

）、
馬
橋

４１

２７

住
宅
（
阿
佐
谷
北
５
們
８
們　

）
▽

１６

月
額
家
賃
＝
二
Ｄ
Ｋ
＝
五
万
円
、
三

Ｄ
Ｋ
＝
七
万
円
（
別
途
共
益
費
月
額

二
四
〇
〇
円
）
▽
空
室
の
申
込
期
間

＝
毎
月
１
日
～　

日
ま
で
の
月
～
金

１０

曜
日
（
抽
選
） 

・ 

ま
ち
づ
く
り

推
進
課
（
区
役
所
西
棟
三
階
）
へ

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
が 

開
設
し
ま
す

　
　

年
８
月
に
、
特
別
養
護
老
人
ホ

１９
ー
ム
サ
ン
フ
レ
ン
ズ
善
福
寺
（
善
福

寺
３
們　

）
が
開
設
し
ま
す
。

２７

　

全
室
個
室
で
一
〇
名
程
度
の
グ
ル

ー
プ
を
生
活
の
単
位
と
し
、
介
護
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
区
内
で
初
の
ユ

ニ
ッ
ト
型
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
で

す
。

　
 

入
所
対
象
者
＝
要
介
護
１
以
上

の
方
で
常
時
介
護
を
必
要
と
し
、
在

宅
で
介
護
を
受
け
る
こ
と
が
困
難
な

方
▽
月
額
負
担
＝
要
介
護
度
や
所
得

時
場

対

申

問
他

内

申

問

内

な
ど
に
よ
り
、
七
万
五
〇
〇
〇
円
～

一
五
万
円
（
理
美
容
料
金
な
ど
の
実

費
負
担
は
除
く
）
程
度
▽
運
営
事
業

者
＝
準福
 

サ
ン
フ
レ
ン
ズ 

三
〇
名 

受
付
開
始
＝　

月
１
日
㈮
▽
申
し
込

１２

み
方
法
＝
本
人
ま
た
は
家
族
が
、「
入

所
申
込
書
｣
と
「
入
所
申
込
者
状
況

票
｣
（
区
内
ま
た
は
区
外
協
定
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
・
各
ケ
ア　

に
あ

２４

り
ま
す
）
を
、
区
内
ま
た
は
区
外
協

定
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
へ
。
す
で

に
区
内
ま
た
は
区
外
協
定
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
へ
の
入
所
申
し
込
み
を

し
て
い
る
方
で
、
サ
ン
フ
レ
ン
ズ
善

福
寺
へ
の
入
所
を
希
望
す
る
方
も
、

改
め
て
変
更
の
申
し
込
み
が
必
要
で

す 

高
齢
者
施
策
課

南
伊
豆
健
康
学
園
の 

　

年
度
入
園
児
童

１９
　

健
康
学
園
は
、
身
体
の
虚
弱
な
児

童
が
、
南
伊
豆
の
豊
か
な
自
然
の
中

で
、
健
康
の
回
復
と
体
力
の
増
進
を

図
り
な
が
ら
学
ぶ
全
寮
制
の
学
園
で

す
。
区
内
の
小
学
生
と
同
じ
内
容
の

勉
強
を
、
少
人
数
学
級
の
特
色
を
生

か
し
た
き
め
細
か
な
指
導
で
行
い
ま

す
。
自
ら
学
習
す
る
力
や
、自
立
性
、

社
会
性
を
育
て
、
学
習
面
で
の
力
も

着
実
に
つ
け
て
い
き
ま
す
。

　
 

入
園
期
間
＝　

年
４
月
～　

年

１９

２０

３
月 

区
内
小
学
校
に
在
学
す
る
三

～
六
年
生
（
現
二
年
～
五
年
生
）
で
、

肥
満
・
ぜ
ん
息
・
偏
食
・
虚
弱
の
児

童 

月
額
二
万
八
〇
〇
〇
円（
食
費
・

雑
費
） 
　

年
２
月
５
日
ま
で
に
各

１９

小
学
校
へ

◇
南
伊
豆
健
康
学
園
の　

年
度
入
園

１９

説
明
会

　
 
　

月
８
日
㈮
午
後
２
時
～ 

教

１２

育
委
員
会
室
（
区
役
所
東
棟
六
階
）

 

学
園
紹
介
ビ
デ
オ
上
映
と
学
園
職

員
に
よ
る
生
活
・
学
習
の
紹
介 

当

日
、
直
接
会
場
へ☆

　
 

学
務
課
就
学
奨
励
係 定

申

問内
対

費

申

時

場

内

申

問

捌
年
金
受
給
者
の
皆
さ
ん
へ 

「
現
況
届
」の
今
後
の
取
扱
い

に
つ
い
て

　

区
で
は
、　

月
以
降
も
当
分
の
間
、

１２

こ
れ
ま
で
と
同
様
に
「
年
金
受
給
権

者
現
況
届
」
の
ハ
ガ
キ
の
提
出
が
必

要
で
す
。

　

こ
れ
は
、
住
基
ネ
ッ
ト
に
区
が
参

加
で
き
な
い
た
め
で
す
が
、
皆
さ
ん

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

　
 

区
民
課
調
整
担
当
ま
た
は
国
保

年
金
課
国
民
年
金
係

図
書
館
全
館
が 

臨
時
休
館
し
ま
す

　

図
書
館
利
用
の
サ
ー
ビ
ス
充
実
の

た
め
、
新
シ
ス
テ
ム
導
入
へ
の
入
替

え
作
業
を
行
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

次
の
期
間
、
臨
時
休
館
し
ま
す
。
ま

た
、
現
在
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
る

カ
ー
ド
を
新
し
く
切
替
え
ま
す
。

問

　

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◇
臨
時
休
館
＝　

年
２
月　

日
㈮
～

１９

１６

　

日
㈬

２８

　
 

中
央
・
永
福
・
柿
木
・
高
円
寺
・

宮
前
・
成
田
・
西
荻
・
阿
佐
谷
・
南

荻
窪
・
下
井
草
・
高
井
戸
・
方
南
図

書
館
、
和
田
図
書
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ

ー
、馬
橋
・
善
福
寺
ふ
れ
あ
い
図
書
室

◇
利
用
カ
ー
ド
の
切
替
え
＝　

年
３

１９

月
１
日
㈭
～　

年
３
月　

日
㈪

２０

３１

　
 

中
央
図
書
館
緯
３
３
９
１
倆
５

７
５
４

◇
高
井
戸
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー
図
書

室
の
臨
時
休
室

　
　

年
２
月　

日
㈮
～　

日
㈬
ま
で

１９

１６

２８

臨
時
休
室
し
ま
す
。
な
お
、
臨
時
休

室
期
間
中
に
閲
覧
の
み
可
能
な
日
を

設
け
ま
す
。
詳
し
い
日
程
は
、
改
め

て
「
広
報
す
ぎ
な
み
」
な
ど
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

　
 

地
域
課
地
域
係

区
議
会
を
傍
聴
し
ま
し
ょ
う

　

第
四
回
区
議
会
定
例
会
は
、　

月
１１

　

日
㈪
に
開
会
さ
れ
る
予
定
で
す
。

２７本
会
議
や
委
員
会
は
、
定
員
の
範
囲

内
で
だ
れ
で
も
傍
聴
で
き
ま
す
。

　
 

当
日
、直
接
区
議
会
事
務
局（
区

役
所
中
棟
三
階
）
へ 

同
事
務
局 

①
日
程
の
問
い
合
わ
せ
は
、　

月　
１１

２１

日
以
降
に
お
願
い
し
ま
す
②
手
話
通

訳
を
希
望
す
る
方
は
、
希
望
日
の
四

日
前
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

捌
ご
存
じ
で
す
か 

政
治
家
の
「
寄
附
の
禁
止
」

　

政
治
家（
立
候
補
予
定
者
を
含
む
）

は
、選
挙
区
内
に
あ
る
者
に
対
し
て
、

そ
の
時
期
や
理
由
を
問
わ
ず
、
寄
附

を
す
る
こ
と
が
禁
止
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
違
反
は
罰
則
の
対
象

に
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
政
治
団
体

や
親
族
に
対
す
る
も
の
、
政
治
教
育

集
会
で
の
実
費
の
補
償
（
食
事
や
食

事
料
の
提
供
は
禁
止
）
は
除
か
れ
て

対問問申

問

他

い
ま
す
。

▽
寄
附
禁
止
の
例

①
お
歳
暮
や
お
中
元

②
忘
年
会
や
新
年
会
な
ど
へ
の
寸
志

や
飲
食
物
の
差
し
入
れ

③
病
気
見
舞
い

④
葬
式
の
花
輪
や
供
花

⑤
秘
書
や
家
族
な
ど
が
代
理
で
出
席

す
る
場
合
の
結
婚
祝
い
や
香
典

◇
寄
附
の
勧
誘
・
要
求
の
禁
止

　

政
治
家
に
対
し
て
、
選
挙
区
内
に

あ
る
者
に
、
寄
附
を
出
す
よ
う
に
勧

誘
や
要
求
を
す
る
こ
と
も
禁
止
さ
れ

て
い
ま
す
。

◇
あ
い
さ
つ
状
の
禁
止

　

政
治
家
は
、
選
挙
区
内
に
あ
る
者

に
対
し
て
、
答
礼
の
た
め
の
自
筆
に

よ
る
も
の
を
除
き
、
年
賀
状
や
寒
中

見
舞
状
な
ど
の
あ
い
さ
つ
状
（
電
報

な
ど
も
含
む
）
を
出
す
こ
と
が
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
 

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

捌
戦
没
者
等
の
遺
族
の
皆
さ
ん
へ 

特
別
弔
慰
金
が
支
給
さ
れ
ま
す

　

戦
没
者
の
死
亡
当
時
の
遺
族
で
、

　

年
４
月
１
日
現
在
、
公
務
扶
助
料

１７や
遺
族
年
金
等
を
受
け
る
方
が
い
な

い
場
合
に
、
第
八
回
特
別
弔
慰
金
と

し
て
額
面
四
〇
万
円
、
一
〇
年
償
還

の
記
名
国
債
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
ま

だ
手
続
き
を
し
て
い
な
い
遺
族
の
方

は
、
区
役
所
東
棟
三
階
五
番
窓
口
へ

請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
区
内
在
住
の
戦
没
者
遺
族

の
方
々
で
組
織
さ
れ
て
い
る
「
杉
並

区
遺
族
連
合
会
」
で
は
、
そ
の
手
続

き
や
会
へ
の
入
会
な
ど
、
遺
族
に
関

す
る
相
談
が
で
き
ま
す
。

　
 

杉
並
区
遺
族
連
合
会
事
務
局
・

金
刺
緯
３
３
３
３
倆
１
５
６
８

　

年
度
大
気
汚
染
測
定
結
果

１７が
ま
と
ま
り
ま
し
た

　

区
は
、
区
内
の
大
気
汚
染
状
況
を

把
握
す
る
た
め
、
四
地
点
で
大
気
汚

問問

染
物
質
を
常
時
測
定
し
て
い
ま
す
。

　

年
度
の
項
目
別
の
測
定
結
果
（
年

１７平
均
値
）
と
環
境
基
準
の
達
成
状
況

は
右
表
の
と
お
り
で
す
。

　

二
酸
化
硫
黄
、
二
酸
化
窒
素
、
一

酸
化
炭
素
は
昨
年
と
同
様
に
、
す
べ

て
の
地
点
で
環
境
基
準
を
達
成
し
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
浮
遊
粒
子
状
物

質
は
短
期
的
評
価
で
非
達
成
が
昨
年

の
二
地
点
か
ら
三
地
点
す
べ
て
と
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
光
化
学
オ
キ
シ

ダ
ン
ト
は
依
然
と
し
て
、
す
べ
て
の

地
点
で
非
達
成
で
し
た
。
こ
の
た
め

自
動
車
に
対
す
る
規
制
だ
け
で
な

く
、
浮
遊
粒
子
状
物
質
や
光
化
学
オ

キ
シ
ダ
ン
ト
の
原
因
の
一
つ
で
あ
る

揮
発
性
有
機
化
合
物
の
大
気
中
へ
の

放
出
を
抑
え
る
対
策
を
推
進
し
て
い

ま
す
。

　
 

環
境
課
公
害
対
策
係

ケ
ア　

非
常
勤
職
員

２４

　
 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
の

総
合
相
談
業
務
と
介
護
予
防
事
業
の

業
務
な
ど
▽
勤
務
場
所
＝
ケ
ア　

南
２４

問内

荻
窪
（
南
荻
窪
１
們　

們　

）、
ケ
ア

４２

１３

　

梅
里
（
堀
ノ
内
３
們　

們
７
）、
ケ

２４

４９

ア　

永
福
（
永
福
１
們　

們　

）
▽

２４

３９

１０

勤
務
時
間
＝
月
～
金
曜
日
の
午
前
９

時
～
午
後
７
時
（
土
曜
日
は
１
時
ま

で
）。
交
替
制（
実
働
時
間
一
日
あ
た

り
六
時
間
以
内
）。月
一
〇
日
間
程
度

を
割
り
振
り
（
応
相
談
）
▽
資
格
＝

介
護
支
援
専
門
員
（
経
験
者
）
▽
報

酬
＝
応
相
談
▽
募
集
人
数
＝
六
名

 

・ 

電
話
連
絡
の
上
、
履
歴
書
を

杉
並
区
社
会
福
祉
協
議
会
総
務
課

（
〒　

倆
０
０
５
１
荻
窪
５
們　

們

１６７

１５

　

あ
ん
さ
ん
ぶ
る
荻
窪
五
階
緯
５
３

１３４
７
倆
１
０
１
０
）
へ
郵
送
ま
た
は

持
参 

書
類
・
面
接
で
の
選
考
の
上
、

採
用
を
決
定
し
ま
す

古
本
の
寄
付
を
お
願
い
し
ま
す

　

杉
並
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
推
進
セ

ン
タ
ー
で
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
チ
ャ
イ

ル
ド
・
フ
ァ
ン
ド
・
ジ
ャ
パ
ン
と
共

催
し
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
子
ど
も
た
ち

が
学
校
へ
通
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
支
援
す
る
た
め　

年
３
月　

日
㈯

１９

２４

に
「
杉
並
発
！
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
古
本

市
」
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。
古
本

市
に
出
品
す
る
た
め
、
寄
付
し
て
い

申

問他

〈１７年度の大気汚染測定結果（年平均値）と環境基準達成状況〉

浮遊粒子
状物質

光化学
オキシ
ダント

一酸化炭素二酸化
窒素

二酸化
硫黄測定室名

０．００３８
（短期×
長期○）

０．０２０
（短期×）

０．９
（短期・長
期とも○）

０．００３６
（長期
○）

０．００２
（短期・長
期とも○）

区役所前
青梅街道
沿い

０．００３０
（短期×
長期○）

０．０２１
（短期×）

０．６
（短期・長
期とも○）

０．００３４
（長期
○）

０．００５
（短期・長
期とも○）

富士見丘
放射五号
線沿い

０．００３０
（短期×
長期○）

害害
０．６

（短期・長
期とも○）

０．００３２
（長期
○）

害害
高円寺
環状七号
線沿い

害害害害害害
０．００２４
（長期
○）

害害
久我山
苗圃
住宅地域
※①単位＝ppm。ただし浮遊粒子状物質はmg/㎥。
　②（　）内は、環境基準に対する評価。○ ＝基準達成、×＝基準
非達成。短期＝環境基準に対する短期的評価。長期＝環境基準に
対する長期的評価。

区役所いつでも電話サービス
杉並区コールセンター

居年中無休　午前７時～午後１１時巨

緯♯８８００ または 緯３３７２‐８８００
胃３３７２‐８８１０

死call@8800.city.suginami.tokyo.jp

区役所へのお問い合わ
せ、粗大ごみの申し込み
にご利用ください



●４

杉並区役所緯３３１２－２１１１（代表電話）〒１６６－８５７０杉並区阿佐谷南１－１５－１サークルＫなどに置いてあります。「点字広報」「声の広報」のお申し込みは広報課へ。

NO.1785 平成１８（２００６）年11月21日（火曜日）

大
田
黒
公
園（
荻
窪
３
們　

們
３３

　

）の
紅
葉
を
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

１２
　
 

開
園
延
長
期
間
＝　

月
１
日
㈮

１２

～　

日
㈰
▽
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
時
間
＝

１０
日
没
～
午
後
８
時
（
開
園
＝
午
前
９

時
～
、入
園
は
午
後
７
時　

分
ま
で
）

４５

 

当
日
、
直
接
会
場
へ 

み
ど
り
公

園
課
公
園
利
用
係 

車
で
の
来
場
は

ご
遠
慮
く
だ
さ
い

落
ち
葉
感
謝
祭
２
０
０
６

　

道
路
の
落
ち
葉
は
じ
ゃ
ま
者
扱
い

で
す
が
、
夏
に
は
日
差
し
を
さ
え
ぎ

っ
た
り
、
空
気
を
き
れ
い
に
し
た
り

と
活
躍
し
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
ん
な

落
ち
葉
に
感
謝
し
て
、
家
の
前
の
道

路
な
ど
を
掃
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

掃
き
集
め
た
落
ち
葉
は
、
根
元
に

戻
し
た
り
、
コ
ン
ポ
ス
ト
容
器
で
腐

葉
土
づ
く
り
を
す
る
と
、
ご
み
減
量

や
自
然
の
物
質
循
環
か
ら
も
よ
い
で

し
ょ
う
。
や
む
を
え
ず
燃
え
る
ゴ
ミ

と
し
て
集
積
所
に
出
す
場
合
は
、
一

回
に
三
袋
ま
で
に
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
れ
よ
り
多
く
な
る
と
き
は
管
轄
の

清
掃
事
務
所
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

落
ち
葉
感
謝
祭
は
来
年
度
以
降

「
一
万
人
の
落
ち
葉
掃
き
」と
し
て
、

区
内
各
所
で
落
ち
葉
掃
き
を
行
う
活

動
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
の
で
、
趣

内
申

問

他

旨
に
賛
同
し
て
、
地
域
で
落
ち
葉
掃

き
を
し
て
い
た
だ
け
る
方
は
、
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

　

落
ち
葉
感
謝
祭
２
０
０
６
は
、
区

民
有
志
の
皆
さ
ん
と
協
働
し
て
次
の

と
お
り
開
催
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◇
中
杉
通
り

　
 
　

月
２
日
㈯
午
前
９
時
～
（
一

１２

時
間
程
度
。雨
天
実
施
） 

中
杉
通
り

歩
道
の
落
ち
葉
掃
き 

当
日
、
午
前

９
時
ま
で
に
区
役
所
西
棟
玄
関
前
へ

◇
井
草
森
公
園（
井
草
４
們　

們
１
）

１２

　
 
　

月
２
日
㈯
午
前
９
時
～
午
後

１２

４
時（
雨
天
の
場
合
は
翌
日
に
順
延
。

翌
日
が
雨
天
の
場
合
は
中
止
） 

落

ち
葉
プ
ー
ル
。
ど
ん
ぐ
り
、木
の
枝
、

竹
な
ど
を
使
っ
た
工
作 

当
日
、
直

接
会
場
へ 

当
日
の
開
催
に
つ
い
て

は
井
草
森
公
園
管
理
事
務
所
緯
５
３

１
０
倆
４
５
１
５☆

　
 

み
ど
り
公
園
課
み
ど
り
の
計
画

係捌
す
ぎ
な
み
環
境
カ
エ
ル
く
ら
ぶ 

き
れ
い
に
カ
エ
ル
隊
♪

　

今
月
は
落
ち
葉
感
謝
祭
２
０
０
６

に
も
協
力
し
ま
す
。

　
 
　

月
２
日
㈯
午
前
９
時
～　

時

１２

１０

（
雨
天
実
施
） 

阿
佐
谷
地
区
＝
集

合
場
所
＝
区
役
所
青
梅
街
道
側
玄
関

前
、
清
掃
場
所
＝
中
杉
通
り
、
青
梅

街
道
沿
い
▽
高
円
寺
地
区
＝
集
合
場

所
＝
高
円
寺
障
害
者
交
流
館
前
（
高

円
寺
南
2
們　

們　

）、清
掃
場
所
＝

24

18

高
円
寺
南
四
丁
目
信
号
か
ら
青
梅
街

時

内
申

時

内

申

問

問時

場

道
ま
で 

無
料 

・ 

電
話
で
、
す

ぎ
な
み
環
境
カ
エ
ル
く
ら
ぶ
事
務
局

（
環
境
課
環
境
都
市
推
進
担
当
）緯
３

３
９
８
倆
３
１
９
５
へ 

①
軍
手
を

お
持
ち
の
方
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い

②
身
軽
な
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い

③
当
日
荷
物
置
き
場
は
あ
り
ま
せ
ん

捌
郷
土
博
物
館 

年
中
行
事
「
荒
神
様
」

　

荒
神
様
（
台
所
の
神
様
）
は
、　
１０

月　

日
に
出
雲
へ
旅
立
ち
、　

月　

３０

１１

３０

日
に
な
る
と
帰
っ
て
く
る
と
い
う
伝

承
が
あ
り
ま
す
。
荒
神
様
に
は
三
六

人
の
子
ど
も
が
お
り
、
子
ど
も
の
数

の
三
六
個
の
団
子
を
お
供
え
し
ま

す
。
晩
秋
の
古
民
家
で
杉
並
の
年
中

行
事
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　
 
　

月　

日
㈭
午
前
９
時
～
午
後

１１

３０

４
時　

分 

郷
土
博
物
館
古
民
家

３０

（
大
宮
１
們　

們
８
） 

一
〇
〇
円

２０

（
観
覧
料
。
中
学
生
以
下
無
料
） 

当
日
、
直
接
会
場
へ 

郷
土
博
物
館

緯
３
３
１
７
倆
０
８
４
１

捌
青
空
の
会 

楽
し
く
歩
き
ま
専
科

　
 
　

月
７
日
㈭
午
前　

時（
集
合
）

１２

１０

～
正
午
（
雨
天
中
止
） 

集
合
場
所

＝
Ｊ
Ｒ
総
武
線
千
駄
ケ
谷
駅
南
口
広

場 

行
程
＝
絵
画
館
→
軟
式
野
球
場

→
い
ち
ょ
う
並
木
→
青
山
二
丁
目
→

青
山
通
り
→
豊
川
稲
荷
→
東
京
メ
ト

ロ
丸
ノ
内
線
赤
坂
見
附
駅
（
解
散
）

 

五
娃
以
上
歩
け
る
方 

無
料 

当

日
、
直
接
集
合
場
所
へ 

上
井
草
保

健
セ
ン
タ
ー
緯
３
３
９
４
倆
１
２
１

費

申

問
他

時

場

費

申

問

時

場

内
対

費

申

問

２ 

交
通
事
故
や
ケ
ガ
な
ど
に
は
、

自
己
責
任
で
ご
参
加
く
だ
さ
い

捌
す
ぎ
な
み
環
境
情
報
館 

お
掃
除
上
手
の
と
っ
て
お
き
外

們
廃
油
か
ら
石
け
ん
を
作
ろ
う

　
 
　

月　

日
㈫
午
前　

時　

分
～

１２

１２

１０

３０

午
後
０
時　

分 

あ
ん
さ
ん
ぶ
る
荻

３０

窪
・
情
報
資
料
コ
ー
ナ
ー
（
荻
窪
５

們　

們　

） 

区
内
在
住
・
在
勤
・

１５

１３

在
学
の
方 

一
〇
名 

無
料 

・ 

電
話
で
、
す
ぎ
な
み
環
境
情
報
館
緯

３
３
９
８
倆
３
１
９
１
へ
（
先
着
順
）

捌
め
ざ
せ
未
来
の
科
学
者 

中
学
生
理
科
研
究
発
表
会
・

科
学
教
室
閉
室
式

　
 
　

月
２
日
㈯
午
後
２
時
～
４
時

１２

 

科
学
館
（
清
水
３
們
３
們　

） 
１３

発
表
テ
ー
マ
＝
①
環
境
問
題
に
お
け

る
植
物
の
役
割
②
ゴ
ミ
を
減
ら
そ
う

③
魚
の
骨
に
つ
い
て
④
葉
の
蒸
散
⑤

シ
ャ
ボ
ン
玉
は
凍
る
か
⑥
あ
さ
が
お

⑦
荒
川
に
つ
い
て 

区
内
在
住
・
在

勤
・
在
学
の
方 

二
二
〇
名
（
先
着

順
） 

無
料 

当
日
、
直
接
会
場
へ

 

科
学
館
緯
３
３
９
６
倆
４
３
９
１

こ
す
も
す
生
活
園
施
設
公
開

　

主
に
身
体
に
障
害
の
あ
る
方
が
自

立
や
社
会
参
加
を
め
ざ
し
、
様
々
な

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
も
地

域
と
の
ふ
れ
あ
い
を
深
め
る
た
め
に

施
設
公
開
を
行
い
ま
す
。

　
 
　

月
４
日
㈪
～
８
日
㈮
午
前　

１２

１０

時
～　

時　

分
、
午
後
１
時　

分
～

１１

３０

３０

５
時（
２
時　

分
以
降
は
展
示
の
み
。

３０

６
日
は
４
時
ま
で
） 

こ
す
も
す
生

活
園
（
堀
ノ
内
１
們　

們
９
） 

展

２７

示
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン 

無
料 

当
日
、
直
接
会
場
へ 

こ
す
も
す
生

活
園
緯
３
３
１
７
倆
９
３
１
２

弦
楽
コ
ン
サ
ー
ト

　

ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
と
歌
で 
綴 
る
、
ク

つ
づ

リ
ス
マ
ス
曲
、
日
本
の
曲
、
セ
レ
ナ

他時

場
対

定

費

申

問

時
場

内

対
定

費

申

問
時

場

内

費

申

問

ー
デ
、
映
画
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
を
お
届

け
し
ま
す
。

　
 
　

月　

日
㈯
午
後
１
時　

分
～

１２

１６

３０

４
時
（
１
時
開
場
） 

杉
の
樹
ホ
ー

ル
（
高
井
戸
東
３
們
７
們
５
高
齢
者

活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
一
階
） 

弦
楽

合
奏
と
皆
さ
ん
で
合
唱
▽
出
演
＝
北

の
杜
ア
ン
サ
ン
ブ
ル 

一
〇
〇
名

（
先
着
順
） 

無
料 

当
日
、
直
接

会
場
へ 

杉
の
樹
大
学
Ｏ
Ｂ
連
合

会
・
中
島
緯
３
３
３
１
倆
１
８
４
９

捌
禁
煙
講
座 

女
性
の
た
め
の
禁
煙

　

喫
煙
が
女
性
の
か
ら
だ
に
お
よ
ぼ

す
様
々
な
悪
影
響
、
禁
煙
す
る
と
き

の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
を
女
性
医
師
が
わ

か
り
や
す
く
説
明
し
ま
す
。

　
 
　

月　

日
㈪
午
後
４
時　

分
～

１２

１１

３０

６
時　

分 

女
子
美
術
大
学
杉
並
校

３０

舎
（
和
田
１
們　

們
８
） 

東
京
農

４９

工
大
学
助
教
授
・
阿
部
眞
弓 

区
内

在
住
・
在
勤
・
在
学
の
女
性 

五
〇

名 

無
料 

・ 

電
話
で
、
杉
並
保

健
所
健
康
推
進
課
緯
３
３
９
１
倆
１

０
１
５
へ
（
先
着
順
）

捌
区
民
健
診
要
指
導
者 

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
教
室

　

血
糖
値
・
中
性
脂
肪
・
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
な
ど
の
数
値
が
気
に
な
る
方

へ
。
一
人
で
は
な
か
な
か
で
き
な
い

生
活
習
慣
の
改
善
を
応
援
し
ま
す
。

　
 

・ 
　

月
４
日
㈪
＝
知
ろ
う
！

１２

つ
く
ろ
う
！
血
液
サ
ラ
サ
ラ
の
か
ら

だ
～
検
査
値
の
見
方
・
血
圧
・
体
脂

肪
測
定
▽　

日
㈪
＝
食
事
の
改
善
～

１１

わ
か
っ
て
い
る
け
ど
実
行
で
き
な
い

と
き
の
裏
ワ
ザ
▽　

日
㈪
＝
運
動
の

１８

効
果
と
ポ
イ
ン
ト
～
さ
あ
、
や
ろ
う

！
楽
し
い
健
康
生
活
／
い
ず
れ
も
午

前　

時
～
正
午 

上
井
草
保
健
セ
ン

１０
タ
ー（
上
井
草
３
們
８
們　

） 

区
内

１９

時

場

内

定

費

申

問

時

場

師
対定

費

申

問

時

内

場

対

在
住
の
方 

各
三
〇
名 

無
料 

・

 

電
話
で
、
上
井
草
保
健
セ
ン
タ
ー

緯
３
３
９
４
倆
１
２
１
２
へ
（
先
着

順
）

腰
・ 
膝 
が
痛
く
て
も
で
き
る

ひ
ざ

身
体
に
や
さ
し
い
運
動

　

講
義
と
い
す
を
使
っ
た
手
軽
に
で

き
る
運
動
で
す
。

　
 
　

月
６
日
㈬
午
前　

時
～
正
午

１２

１０

 

西
荻
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー
（
桃
井

４
們
３
們
２
） 

メ
デ
ィ
カ
ル
フ
ィ

ッ
ト
ネ
ス
研
究
所
健
康
運
動
指
導

士
・
太
藻
ゆ
み
こ 

区
内
在
住
・
在

勤
で　

歳
以
上
の
方 

三
〇
名 

無

６５

料 

・ 

電
話
で
、
上
井
草
保
健
セ

ン
タ
ー
緯
３
３
９
４
倆
１
２
１
２
へ

（
先
着
順
） 

運
動
可
能
な
服
装
で

室
内
用
運
動
靴
と
浴
用
タ
オ
ル
を
一

枚
持
参
し
て
く
だ
さ
い

捌
杉
並
ユ
ネ
ス
コ
協
会 

親
子
科
学
教
室
─
手
作
り
カ

イ
ロ
で
あ
っ
た
ま
ろ
う
外

　

鉄
粉
、
塩
、
活
性
炭
な
ど
を
使
っ

て
、
親
子
で
楽
し
く
カ
イ
ロ
づ
く
り

を
体
験
し
ま
す
。

　
 
　

月　

日
㈰
午
前　

時
～
正
午

１２

１０

１０

 

セ
シ
オ
ン
杉
並
（
梅
里
１
們　

們
２２

　

） 

科
学
読
物
研
究
会
・
原
田
佐

３２

定

費

申

問
時

場

師
対

定

費

申

問

他

時
場

師

和
子 

区
内
在
住
・
在
学
の
小
学
三
・

四
年
生
と
そ
の
保
護
者 

一
〇
組
二

〇
名
（
抽
選
） 

一
組
七
〇
〇
円 

往
復
ハ
ガ
キ
（
記
入
例
参
照
）
で
、

　

月
４
日
（
必
着
）
ま
で
に
社
会
教

１２育
セ
ン
タ
ー
（
〒　

倆
０
０
１
１
梅

１６６

里
１
們　

們　

）
へ 

同
セ
ン
タ
ー

２２

３２

緯
３
３
１
７
倆
６
６
２
１

対

定

費

申

問

〈リサイクルひろば高井戸・１２月の講習会〉
申し込み定員費用日時講習会名

当日、直
接会場へ

１０名無料１日㈮午前１０時
３０分～正午

廃油（てんぷ
ら油）から石
けん作り体験
コーナー

１０名１個
１００円

２日㈯午前１０時
３０分～午後３時
３０分

アクリルたわ
し作り体験コ
ーナー

電話で、
先着順

各日
１０名６００円

４日㈪・１８日㈪
午後１時３０分～
３時３０分

和服のリフォ
ーム

各回
１０名無料

９日㈯①午後１
時～２時②２時
３０分～３時３０分

包丁とぎを習
おう

１０名部品代
は実費

１７日㈰午後１時
～４時（受付は
３時まで）

おもちゃのク
リニック（１
人１点まで）
※申し込み・問い合わせは、リサイクルひろば高井戸（高井
戸東３崖７崖４緯３３３１崖４３６０）へ（水・木曜日休館）。　募
集人数に満たない場合は中止する場合があります。生ごみ
たい肥相談は、電話で随時受け付けています（回答には数
日かかる場合もあります）。

１９年１月の休日パパママ学級
１９年１月１３日土・２１日日・２８日日午後１時〜４時
荻窪保健センター３階（荻窪５崖２０崖１）

　 もく浴実習、妊婦体験、お産に向けてのお話など（各日同内容） バースセ
ンス研究所・助産師、バースコーディネーターなど 区内在住で、開催日現在妊
娠２４週以上の初産のカップル 各回２５組 無料 往復ハガキに２人の氏名
（フリガナ）、住所、電話番号、出産予定日、希望日（第２希望まで）を書いて、１２月
１０日（必着）までにバースセンス研究所杉並区休日パパママ学級係（〒１５１崖００６３
渋谷区富ケ谷１崖１１崖１２アルシュ代々木４階）へ 杉並保健所健康推進課緯３３９１
崖１０１５または各保健センター ①結果は１２月２０日ころに通知します②応募者多
数の場合は出産予定日などで調整します

内 師
対

定 費 申

問
他
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東
映
ア
ニ
メ
の
五
〇
年
們
日
本
の
ア

ニ
メ
の
ル
ー
ツ
か
ら
現
在
・
未
来
へ

　
「
魔
法
使
い
サ
リ
ー
」「
銀
河
鉄
道

９
９
９
」「
ド
ラ
ゴ
ン
ボ
ー
ル
」。
こ

れ
ら
時
代
を
彩
る
人
気
作
品
は
、
創

立
五
〇
周
年
を
迎
え
た
東
映
ア
ニ
メ

ー
シ
ョ
ン
が
製
作
し
た
も
の
で
す
。

　

企
画
展
で
は
、
設
立
母
体
と
な
っ

た
日
動
映
画
、
そ
し
て
東
映
動
画
か

ら
東
映
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
ま
で
の
歴

史
を
振
り
返
り
、
日
本
の
ア
ニ
メ
の

魅
力
に
迫
り
ま
す
。

　
 
　

月　

日
㈫
～　

年
２
月　

日

１１

２８

１９

２５

㈰
午
前　

時
～
（
午
後
５
時　

分
ま

１０

３０

で
入
館
可
） 

企
画
書
・
絵
コ
ン
テ
・

原
画
な
ど
ア
ニ
メ
資
料
の
展
示
、
代

表
作
品
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
の
上
映
、
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
人
形
の
展
示
な
ど

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
体
験
教
室
）

①
タ
イ
ト
ル
ア
ニ
メ
を
つ
く
ろ
う

　

ホ
ー
ム
ビ
デ
オ
に
花
を
添
え
る
タ

イ
ト
ル
ア
ニ
メ
を
つ
く
り
ま
す
。

　
 
　

月
２
日
㈯
午
後
２
時
～
４
時

１２
時

内

時

ゆ
う
ゆ
う
荻
窪
東
館 

（
荻
窪
４
們　

們　

）

２３

１２

◇
気
持
ち
を
整
理
す
る
サ
ロ
ン

　
 

・ 
　

月　

日
㈷
＝
完
全
主
義

１１

２３

の
欠
陥
▽　

日
㈭
＝
自
分
を
笑
う
／

３０

午
後
７
時
～
８
時　

分
（
毎
週
木
曜

３０

日
開
催
中
） 

上
野
義
道 

対
人
関

係
で
困
っ
て
い
る
ま
た
は
悩
ん
で
い

る
方
（
年
齢
不
問
） 

各
回
五
〇
〇

円 

・ 

電
話
、
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は

Ｅ
メ
ー
ル
（
４
面
記
入
例
参
照
）
で
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
シ
ニ
ア
総
合
研
究
協
会

緯
・
胃
３
３
９
８
倆
８
７
３
８
（
ゆ

う
ゆ
う
荻
窪
東
館
内
）
死info@

ris
a.or.jp

へ
（
先
着
順
）

ゆ
う
ゆ
う
桃
井
館 

（
桃
井
１
們　

們
２
）

３５

①
フ
ェ
イ
ス
ス
ト
レ
ッ
チ
ン
グ

　
 
　

月　

日
㈭
午
後
２
時
～
４
時

１１

３０

 

ス
タ
ジ
オ
Ｈ
Ｏ
Ｗ
・
清
水
則
子 

一
〇
名 

三
〇
〇
円
（
別
途
テ
キ
ス

ト
代
一
三
六
五
円
）

②
お
正
月
の
す
て
き
な
お
飾
り
を
手

作
り
で
們
ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー

　
 
　

月
７
日
㈭
午
後
２
時
～
４
時

１２
時

内

師

対

費

申

問

時
師

定

費

時

 

富
沢
美
彩
絵 

一
〇
名 

三
〇
〇

円（
別
途
材
料
費
一
五
〇
〇
円
程
度
）

☆

　
 

・ 

電
話
で
、
②
は　

月　

日

１１

３０

ま
で
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
お
で
か
け
サ
ー

ビ
ス
杉
並
（
ゆ
う
ゆ
う
桃
井
館
内
）

緯
・
胃
３
３
９
９
倆
５
０
２
５
へ

（
い
ず
れ
も
先
着
順
）

ゆ
う
ゆ
う
高
井
戸
西
館 

（
高
井
戸
西
１
們　

們
５
）

１７

①
夕
焼
け
サ
ロ
ン
們
新
聞
記
者
の
古

手
帳

　

新
聞
記
者
な
ら
で
は
の
視
点
で
、

現
代
の
世
相
を
分
析
し
ま
す
。

　
 
　

月
６
日
㈬
午
後
６
時
～
８
時

１２

 

元
朝
日
新
聞
社
記
者
・
山
下
靖
典

 

区
内
在
住
で　

歳
以
上
の
方 

二

５５

〇
名 

一
〇
〇
〇
円

②
高
齢
者
の
た
め
の
ゆ
っ
く
り
携
帯

電
話
教
室

　
 

・ 

①
初
級
＝　

月
２
日
㈯
午

１２

前
９
時　

分
～
正
午
②
中
級
＝
午
後

３０

１
時　

分
～
４
時 

竹
箒
の
会
イ
ン

３０

ス
ト
ラ
ク
タ
ー 

区
内
在
住
の　

歳
５５

以
上
で
、
①
は
携
帯
電
話
は
初
め
て

ま
た
は
持
っ
て
い
る
が
ほ
と
ん
ど
使

師

定

費

申

問

時
師対

定

費
時

内

師

 
対

わ
な
い
方
②
は
携
帯
電
話
を
も
っ
と

上
手
に
使
い
た
い
ま
た
は
メ
ー
ル
に

も
挑
戦
し
て
み
た
い
方 

各
二
〇
名

 

各
一
〇
〇
〇
円 

携
帯
電
話
は
用

意
し
ま
す

③
独
習
で
は
得
に
く
い
英
文
ラ
イ
テ

ィ
ン
グ
の
ポ
イ
ン
ト

　

名
詞
に
対
す
る
修
飾
方
法
、
名
詞

構
文
と
ダ
ミ
ー
動
詞
、
ハ
イ
フ
ン
の

使
い
方
な
ど
を
解
説
し
ま
す
。

　
 
　

月
６
日
㈬
午
後
１
時　

分
～

１２

３０

３
時　

分 

日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
英
語
セ
ミ

３０

ナ
ー
講
師
・
酒
井
正
臣 

区
内
在
住

で　

歳
以
上
の
方 

二
〇
名 

一
〇

４０
〇
〇
円

☆

　
 

①
は
当
日
、
直
接
会
場
へ
。
②

は
往
復
ハ
ガ
キ
、
③
は
電
話
ま
た
は

フ
ァ
ク
ス
（
４
面
記
入
例
参
照
）
で
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
竹
箒
の
会
（
〒　

倆
０

１６８

０
７
１
高
井
戸
西
１
們　

們
５
緯
・

１７

胃
３
３
３
２
倆
１
０
７
６
〈
ゆ
う
ゆ

う
高
井
戸
西
館
内
〉）
へ

ゆ
う
ゆ
う
四
宮
館 

（
上
井
草
２
們　

們
３
）

２８

　
　

月
と　

年
１
月
の
四
宮
Ｉ
Ｔ
サ

１２

１９

定

費

他

時

師

対

定

費

申

ロ
ン
（
パ
ソ
コ
ン
講
座
な
ど
）
の
日

程
が
決
ま
り
ま
し
た
。
詳
細
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
さ
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
・
美
澄
緯
・
胃
３
２
２
０
倆
５
４

２
２
死in

fo
@
sa
ra
-p
ro
je
c
t.o
r

.jp

（
電
話
は
月
～
金
曜
日
午
前　

時
１０

～
午
後
５
時
） 
 

h
ttp
://sh

in
om
iya-it.sakura.ne.jp

/

ゆ
う
ゆ
う
西
荻
北
館 

（
西
荻
北
２
們　

們　

）

２７

１８

◇
ビ
ー
ズ
教
室
初
級
編
「
ク
リ
ス
マ

ス
リ
ー
ス
・
ブ
ロ
ー
チ
作
り
」

　
 
　

月
６
日
㈬
午
後
２
時
～
４
時

１２

 

㈶
日
本
余
暇
文
化
振
興
会
ビ
ー
ズ

ス
キ
ル
認
定
講
師
・
中
野
慧
理 

一

五
名
（
抽
選
） 

二
〇
〇
〇
円
（
材

料
費
含
む
） 

・ 

往
復
ハ
ガ
キ
、

フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
E
メ
ー
ル
（
４
面

記
入
例
参
照
）
で
、　

月　

日
ま
で

１１

３０

に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ア
ザ
ー
ボ
イ
ス
（
〒

　

倆
０
０
４
２
西
荻
北
３
們　

們
３

１６７

１１

們　

緯
０
８
０
倆
５
４
７
４
倆
１
９

３０８
５
４
胃
３
３
９
６
倆
９
２
３
１
死of

fice@
ovjp
.org

）へ 
 

http
:/

/ovyuyu.b
log80.fc2.com

/

問

他
HP

時
師

定

費
申

問

他
HP

杉
並
区
の
地
場
産
業「
ア
ニ
メ
」。数
多
く
の
ア
ニ
メ
ス
タ
ジ
オ
で
、

ど
ん
な
人
た
ち
が
ど
ん
な
作
品
を
創
っ
て
き
た
の
か
…
。
ア
ニ
メ

業
界
の
第
一
線
で
活
躍
す
る
ク
リ
エ
ー
タ
ー
が
、
そ
ん
な
杉
並
と

ア
ニ
メ
の
か
か
わ
り
を
描
き
ま
す
。（
毎
月　

日
号
に
掲
載
）

２１

企
画
・
監
修
煙
大
地　

丙
太
郎
（
ア
ニ
メ
監
督
／
阿
佐
谷
在
住
）

題
字
煙
佐
藤　

竜
雄
（
ア
ニ
メ
監
督
／
高
円
寺
在
住
）

栄
文
煙
金
春　

智
子

脚
本
家
／
阿
佐
谷
在
住

イ
ラ
ス
ト
煙
渡
辺　

は
じ
め

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
デ
ザ
イ
ナ
ー
／
高
円
寺
在
住

 

杉
並
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
館
長
・
鈴
木
伸
一 
　

歳
以
上

２０

の
方 

五
名
（
先
着
順
） 

記
録
用

Ｃ
Ｄ
倆
Ｒ
を
持
参
。
ビ
デ
オ
の
編
集

は
行
い
ま
せ
ん

②
も
う
す
ぐ
年
賀
状
外

　

オ
リ
ジ
ナ
ル
絵
ハ
ガ
キ
を
描
こ
う

　
 
　

月
３
日
㈰
午
後
３
時
～
５
時

１２

 

描
い
た
絵
を
パ
ソ
コ
ン
に
取
り
込

み
絵
ハ
ガ
キ
と
し
て
印
刷
し
ま
す

（
印
刷
は
一
人
三
枚
ま
で
。
年
賀
状

へ
の
印
刷
を
ご
希
望
の
方
は
持
参
し

て
く
だ
さ
い
）

③
シ
ナ
リ
オ
教
室

　

「
機
動
戦
士
ガ
ン
ダ
ム
」
な
ど
を

手
が
け
た
現
役
シ
ナ
リ
オ
ラ
イ
タ
ー

か
ら
、
ア
ニ
メ
シ
ナ
リ
オ
づ
く
り
を

楽
し
く
学
び
ま
す
。

師

対

定

他

時
内

　
 
　

月
９
日
㈯
・　

日
㈰
午
後
１

１２

１０

時
～
３
時 

松
崎
健
一 

二
〇
名

（
先
着
順
） 

筆
記
用
具
を
持
参

☆

　
 

杉
並
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
（
上
荻
３
們　

們
５
杉
並
会

２９

館
三
階
） 

②
は
当
日
、
直
接
会
場

へ
。
①
③
は
、　

月　

日
㈫
午
前　

１１

２１

１０

時
か
ら
、
同
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
に
あ
る

申
込
書
、
Ｅ
メ
ー
ル
（
件
名
に
講
座

名
を
明
記
）
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
（
４

面
記
入
例
参
照
）
に
希
望
日
・
性
別
・

学
生
は
学
校
名
も
書
い
て
、
杉
並
ア

ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
胃
３

３
９
６
倆
１
５
３
０
死office@

sa
m
.o
r.jp

へ 

同
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
緯

３
３
９
６
倆
１
５
１
０ 
 

http
:/

/w
w
w
.sam

.or.jp
/

時

師

定

他

場

申
問

他
HP

▲デジモンアドベンチャー
○Ｃ 本郷あきよし・東映アニメーション

　

今
回
も
こ
の
連
載
に
係
わ
っ
て

い
る
私
た
ち
自
身
の
紹
介
編
で

す
。

　

イ
ラ
ス
ト
担
当
の
渡
辺
は
じ
め

さ
ん
は
、「
赤
ず
き
ん
チ
ャ
チ
ャ
」

「
こ
ど
も
の
お
も
ち
ゃ
」「
キ
テ
レ

ツ
大
百
科
」、九
年
目
を
迎
え
て
な

お
放
送
中
の
「
お
じ
ゃ
る
丸
」
な

ど
の
多
く
の
作
品
に
、
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
デ
ザ
イ
ナ
ー
、
作
画
監
督
、

そ
し
て
も
ち
ろ
ん
ア
ニ
メ
ー
タ
ー

と
し
て
参
加
し
て
き
た
方
で
す
。

　

私
は
は
じ
め
さ
ん
の
手
に
よ

る
、
品
が
よ
く
て
華
が
あ
る
女
の

子
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
大
好
き
で

す
。

　

出
身
は
新
潟
。
ご
本
人 
曰 
く
、

い
わ

「
人
並
み
に
出
来
る
の
は
こ
の
仕

事
だ
け
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
」。 謙 けん

 
遜 
の
つ
も
り
で
し
ょ
う
が
、
私
は

そ
んこ

れ
を
聞
い
て
、「
や
っ
ぱ
り
は
じ

め
さ
ん
は
、
絵
を
描
く
た
め
に
生

ま
れ
て
き
た
人
な
ん
だ
な
あ
」
と

改
め
て
思
い
ま
し
た
。

　

穏
や
か
な
雰
囲
気
、
優
し
い
笑

顔
が
印
象
的
な
人
な
の
で
す
が
、

こ
と
仕
事
に
関
し
て
は
、
い
つ
も

厳
し
く 
真  
摯 
な
姿
勢
で
臨
み
、
常

し
ん 
し

に
よ
り
高
い
目
標
を
自
分
に
課
し

て
い
る
感
じ
が
し
ま
す
。

　

読
者
の
方
は
、
こ
の
コ
ラ
ム
の

イ
ラ
ス
ト
の
タ
ッ
チ
が
、
毎
回
変

わ
っ
て
い
る
こ
と
に
お
気
づ
き
で

し
ょ
う
か
？　

た
ぶ
ん
そ
れ
が
、

こ
の
連
載
で
は
じ
め
さ
ん
が
課
し

た
目
標
な
の
で
し
ょ
う
。

　

大
地
さ
ん
に
紹
介
さ
れ
た
不
動

産
屋
さ
ん
を
介
し
て
、
高
円
寺
に

住
ん
で
五
年
ほ
ど
。「
高
円
寺
の
メ

チ
ャ
ク
チ
ャ
加
減
が
好
き
で
す
。

散
歩
し
て
い
て
も
飽
き
る
こ
と
が

あ
り
ま
せ
ん
。
初
め
て
き
た
と
き

駅
前
を
パ
ジ
ャ
マ
み
た
い
な
格
好

で
歩
い
て
い
る
人
が
不
自
然
に
見

え
な
か
っ
た
！　

何
じ
ゃ
こ
り

ゃ
、
と
う
れ
し
く
な
り
ま
し
た
」。

高
円
寺
以
外
で
は
「
中
杉
通
り
も

大
好
き
」
と
の
こ
と
で
す
。

　

最
後
は
、
こ
の
文
章
を
書
い
て

い
る
私
―
―
金
春
智
子
。
シ
ナ
リ

オ
ラ
イ
タ
ー
を
し
て
い
ま
す
。

　

学
生
時
代
に
ア
ニ
メ
に
は
ま

り
、
自
分
も
作
り
手
に
な
り
た
い

と 
憧 
れ
た
の
で
す
が
、
肝
心
の
絵

あ
こ
が

が
描
け
ま
せ
ん
。
も
し
か
し
て
脚

本
な
ら
何
と
か
な
る
か
も
と
い

う
、
甘
す
ぎ
る
考
え
で
勉
強
を
始

め
た
と
こ
ろ
、
幸
運
な
こ
と
に
本

当
に
何
と
か
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。

　

趣
味
は
二
匹
の
猫
を
か
わ
い
が

る
こ
と
と
、
ど
ん
な
目
に
遭
っ
て

も
く
じ
け
ず
に
続
け
て
い
る
阪
神

タ
イ
ガ
ー
ス
の
応
援
。
奈
良
出
身

で
す
が
、
か
な
り
杉
並
暮
ら
し
の

方
が
長
く
な
り
ま
し
た
。

　

ず
っ
と
住
ん
で
い
る
阿
佐
ケ
谷

が
大
好
き
。
緑
の
き
れ
い
な
中
杉

通
り
、
イ
ベ
ン
ト
い
っ
ぱ
い
で
楽

し
い
パ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
商
店
街
。

 
流  
行 
り
の
お
し
ゃ
れ
な
お
店
が
あ

は 

や
る
一
方
で
、
昔
な
が
ら
の
乾
物
屋

さ
ん
や
古
本
屋
さ
ん
が
あ
り
、
路

地
か
ら
の
ん
び
り
と
猫
が
顔
を
出

す
…
…
。
本
当
に
い
い
街
で
す
。

　

代
表
作
は
「
う
る
星
や
つ
ら
」

「
そ
れ
い
け
！　

ア
ン
パ
ン
マ

ン
」「
Ｎ
Ａ
Ｎ
Ａ
」
な
ど
。
新
作
は

来
年
１
月
か
ら
の
「
の
だ
め
カ
ン

タ
ー
ビ
レ
」、
そ
し
て
、
は
じ
め
さ

ん
も
参
加
し
て
い
る
「
レ
・
ミ
ゼ

ラ
ブ
ル　

少
女
コ
ゼ
ッ
ト
」。

　

少
々
宣
伝
め
い
て
恐
縮
で
す

が
、「
レ
・
ミ
ゼ
ラ
ブ
ル
」
は
、
か

つ
て
の
人
気
番
組
「
世
界
名
作
劇

場
」
の
復
活
第
一
作
で
、
Ｂ
Ｓ
フ

ジ
で
放
送
さ
れ
ま
す
。
監
督
は
大

地
、
佐
藤
両
監
督
と
も
親
し
い
、

西
荻
在
住
の
桜
井
弘
明
さ
ん
。
阿

佐
ケ
谷
で
も
打
合
せ
を
し
て
い
る

の
で
、
少
し
だ
け
「
杉
並
ア
ニ
メ
」

な
の
で
す
。
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NO.1785 平成１８（２００６）年11月21日（火曜日）

★子どもの本のつどいinいおぎ「読書の楽しさを学び
ませんか」
　 ・ ・ ①１２月２日㈯＝「人生のボード」（盲人
のイラストレーター・エム　ナマエ）②１９年２月１０日
㈯＝「読書へのアニマシオン〜子どもと楽しく遊ぼう」
（アニマシオン研究家・黒木秀子）／いずれも午前１０
時～正午（受付は９時４５分～） 井荻小学校（善福寺
１崖１０崖１９） 小学生以上の方 １００名（先着順） 
無料 当日、直接会場へ いおぎ土曜クラブ事務局・
岩淵緯５３１０崖２３２６
★杉並区保護司会・杉並区更生保護女性会講演会「あ
なたは子どもの心が見えますか」
　 １２月５日㈫午前１０時～正午 阿佐谷地域区民セン
ター（阿佐谷南１崖４７崖１７） 元東京少年鑑別所所長・山
下武子 ９０名（先着順） 無料 当日、直接会場へ 
杉並区更生保護女性会会長・古畑緯３３９０崖７６７８
★住まいの勉強会と相談会
　 １２月８日㈮午後１時３０分～４時 すぎなみＮＰＯ支
援センター（阿佐谷南１崖４７崖１７） 講演「失敗しないた
めのリフォーム業者の選び方」、専門家による個別相談
会 ＮＰＯ法人住環境ネット理事・三輪哲哉 ３０名 
５００円（資料代） ・ 電話、ファクスまたはＥメー
ル（４面記入例参照）で、ＮＰＯ法人住環境ネット緯５４９４

時 内 師

場
対 定 費

申 問

時 場
師

定 費 申 問

時 場
内

師 定 費
申 問

崖５６５０胃５４９４崖５６５５死info@npo-jyukankyo.netへ
★家庭学級「インターネット安心・安全講座」
　 １２月１日㈮午後１時～２時２０分（０時３０分開場）
 杉並第八小学校図書室（高円寺南２崖４０崖２４） 子
どもたちがトラブルに巻き込まれないための安全なイ
ンターネットの活用方法 ネット社会と子どもたち協
議会・佐藤綾子 ７０名（先着順） 無料 当日、直接
会場へ 杉並第八小学校PTA・増田緯５９３４崖６９９６ 車
での来場はご遠慮ください
★家庭学級「心豊かな子育てしませんか」
　 ・ ・ ①１２月１６日㈯＝伝統文化を学んで国際人
になろう（文化庁文化財部伝統文化課長・小松弥生）
②１９年１月２７日㈯＝諸外国の教育改革を知ろう～スウ
ェーデンおよび北欧諸国編（聖心女子大学文学部教育
学科助教授・澤野由紀子）／いずれも午後１時３０分～３
時３０分 セシオン杉並（梅里１崖２２崖３２） 各４０名（先
着順） 無料 ・ 電話またはファクス（４面記入例
参照）に希望回も書いて、１２月１０日までに杉並子ども未
来委員会・吉橋緯・胃３３２１崖７６６０へ
★日中現代芸術作品交流展
　 １２月２２日㈮～２７日㈬午前１０時～午後６時３０分（初
日開幕式は３時～、最終日は３時まで） セシオン杉
並（梅里１崖２２崖３２） 日中現代芸術家と芸術愛好者
による水墨画、墨彩画、日本画、油画、てん刻、書道、
写真、彫刻、切り絵などの展示 無料 当日、直接会
場へ 在日中国現代芸術家協会・李緯０９０崖６１６０崖０７３２
★野外伝承遊び大会
　小中学生と親や地域の方が一緒になって行う、異年
齢集団の野外伝承遊びの大会です。
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費 申 問

時
場

内

費 申
問

　 １２月２日㈯午前８時３０分～午後４時 桃井第一
小学校（桃井２崖６崖１） 午前中＝遊び（竹とんぼ、
お手玉、石当て、こま、おしくらまんじゅう、鬼ごっ
こなど）と工作渇午後＝競技大会（石当て、竹とんぼ、
お手玉）と上位入賞者の表彰 小中学生とその保護者
 ２００名 無料（材料費は実費） 区立小中学校で配
布される申込用紙を学校に提出 ㈳青少年交友協会内
「学校における体験活動実施委員会」緯３２６２崖７４７１
★郷土史講座「来年のエト（十二支）猪」
　 １２月３日㈰午後１時３０分～４時 阿佐谷地域区
民センター（阿佐谷南１崖４７崖１７） 法政大学講師・
長沢利明 ８０名 ５００円（杉並郷土史会会員３００円） 
当日、直接会場へ 杉並郷土史会・原田弘緯３３１２崖６６２３

★杉並・荻窪税務署合同開催「所得税青色決算兼消費
税説明会」
　 １２月４日㈪～７日㈭・１１日㈪・１２日㈫午前９時４５
分～午後４時 杉並公会堂（上荻１崖２３崖１５） 杉並
税務署緯３３１３崖１１３１または荻窪税務署緯３３９２崖１１１１
★１１月は「賃金不払残業解消キャンペーン月間」
　東京労働局では、毎年１１月を「賃金不払残業解消キ
ャンペーン月間」と定め、労働時間管理の適正化と賃
金不払残業の解消を図るために関係労使が具体的な取
り組みを行うよう呼びかけています。期間中は、説明
会などの開催、事業場に対する監督指導、無料ダイヤ
ルの実施（１１月２３日㈷）などを行います。
　 東京労働局労働基準部監督課緯３８１４崖５３１４

時 場
内

対
定 費 申

問

時 場
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定 費 申
問

時
場 問

問

その他

区の後援・その他の
催し・講座など

捌区民体育祭スポーツ・レクリエーション大会
◇パドルテニス
　 １９年１月２８日㈰午前９時～午後７時 荻窪体育
館（荻窪３崖４７崖２） 種目＝男女混合団体戦 区内
在住・在勤・在学の方 ８０名 ２０円（保険料） 往復
ハガキ（４面記入例参照）で、１２月２５日までに区パド
ルテニス協会・柵山龍男（〒１６８崖００６３和泉２崖９崖４）
へ（先着順） 同協会・柵山緯５９３２崖５７７４（午前１０時
～午後６時） ①申し込みは個人単位で組み合わせは
事前に決定②ラケットの貸し出しあり

捌太極拳　○さ 教室番号「０２４７」
　 １９年１月１２日～２月１６日の毎週金曜日、午前１１時
～午後１時（計６回） 荻窪体育館 区内在住・在
勤・在学で１６歳以上の方 ７０名（抽選） １３００円 往
復ハガキ（４面記入例参照）に生年月日も書いて、１２
月４日（必着）までに荻窪体育館（〒１６７崖００５１荻窪３
崖４７崖２）へ 同体育館緯３２２０崖３３８１ 託児あり
捌脂肪燃焼系パワーヨガ　○さ 教室番号「０２７０」
　 １９年１月１１日～１月２５日の毎週木曜日、午前１１時

時 場
内 対
定 費 申

問
他

時
場 対
定 費 申

問 他

時

～午後１時（計３回） 永福体育館 区内在住・在
勤・在学で１６歳以上の方 ４０名（抽選） ７００円 往
復ハガキ（４面記入例参照）に生年月日も書いて、１２
月２日（必着）までに永福体育館（〒１６８崖００６４永福３
崖５１崖１７）へ 同体育館緯３３２８崖３１４６ 病気やケガを
している方はご遠慮ください
捌卓球（中級）　○さ 教室番号「０２０１」
　 １９年１月１２日～３月２日の毎週金曜日、午後７時
～９時（計８回） 高円寺体育館 区内在住・在勤・
在学で１６歳以上の中級者 ４０名（抽選） ２４００円 往
復ハガキ（４面記入例参照）に生年月日も書いて、１２
月２日（必着）までに高円寺体育館（〒１６６崖０００３高円
寺南２崖３６崖３１）へ 同体育館緯３３１２崖０３１３ 車・バ
イクでの来場はご遠慮ください
捌区民スケート教室
　 １２月１０日㈰、１９年１月２１日㈰、２月１８日㈰午前７
時４５分～９時４５分（区共催） 明治神宮外苑アイスス
ケート場（新宿区霞ケ丘町１１崖１） 区内在住・在勤・
在学の方 各回中学生以下５００円、高校生以上８００円（別
途貸靴代５００円） 当日、直接会場へ 区スケート連
盟・柴田緯３３９１崖８５９３（平日は夜間のみ） ①長ズボ
ンで、手袋・帽子を持参してください②安全には十分
配慮しますが、万一の事故の場合、治療費などは参加

場 対
定 費 申

問 他

時
場 対

定 費 申

問 他

時
場

対
費

申 問
他

者の負担になります
捌杉並区水泳指導員養成講習会・検定試験
　 ・ 学科＝１９年１月１９日㈮・２６日㈮、２月２日㈮午
後６時３０分～９時（水泳の管理と保険、初心者水泳指導
法、救急法など）渇実技＝１月２２日㈪・２４日㈬・２９日㈪・
３０日㈫午後７時～９時（各種泳法）渇検定試験＝２月３
日㈯午前１０時３０分～午後３時 高井戸地域区民センタ
ー・高井戸温水プール（高井戸東３崖７崖５） 区内在住・
在勤・在学・区内スイミングクラブ在籍の１８歳以上で
１００ｍ個人メドレーが泳げる方 ３０名 無料（検定料
２０００円） 往復ハガキ（４面記入例参照）にテキストと
して使用する「新水泳指導教本」（２５２０円）・「競技役員の
手引き」（１０００円）の購入希望有無も書いて、１２月１５日
（必着）までに杉林典子（〒１６６崖０００１阿佐谷北３崖４崖２３）
へ 松井緯３３０３崖５６１８ 手話通訳を希望する方は申し
込みハガキにその旨を記入してください

時 内

場
対

定 費
申

問 他

○さ の教室は、さざんかねっと「http://www.yoyaku-sports.city.suginami.tokyo.jp/rasgiusr2」で申し込
みできます。個人利用者登録（区内在住・在勤・在学の方）が必要です。申し込みは１１月２１日午前８
時３０分からハガキ締切日まで。定員を超えた場合は初めて申し込んだ方を優先する場合があります。

競技大会

スポーツ教室

〈働く方のためのジョイフル教養講座〉
申込締切受講料場　所内容／講師日　時講座名（定員）

１月
２３日無料あんさんぶる荻窪

（荻窪５崖１５崖１３）

災害が起こってからでは遅すぎる。災害時のノ
ウハウを学び、障害者の方々とも信頼し合える
コミュニケーションづくりをめざします。／杉
並ボランティア推進センター職員

１９年１月３１日㈬、２月７日㈬午
後６時３０分～８時３０分（計２回）

助け合う！災害
時のノウハウ

（２０）

１２月
１５日４１００円勤労福祉会館（桃井

４崖３崖２）

基本的な計算や算数ゲームに取り組みながら
脳を活性化しましょう。日常生活をより若く楽
しく過ごすための健康法です。／元数学教材製
作・指導　大島和美

１月９日～３月１３日の毎週火曜
日（２月１３日㈫は１２日㈷に変更）
午後６時３０分～８時（計１０回）

脳を１０歳若返り
させるトレーニ
ング

（２５）

１２月
１５日３０００円

①勤労福祉会館②産
業商工会館（阿佐谷
南３崖２崖１９）③阿佐
谷地域区民センター
（阿佐谷南１崖４７崖１７）

マイクの扱い方、アナウンスの実技、イベント・
ステージや冠婚葬祭など、いろいろな司会の実
技を勉強します。／司会・ナレーター　林幸子

①１月９日②２３日③２月６日・
２０日、３月６日・２０日いずれも
火曜日午後６時３０分～８時３０分
（計６回）

司会って楽しい
ミニ実技コース

（２０）

１２月
１９日３５００円あんさんぶる荻窪

視覚障害者が映画を楽しむために、テレビの副
音声に似た映画の視聴覚情報を補うナレーシ
ョンづくりを学びます。／City Lights講師

１月１３日～３月３１日の毎週土曜
日（１月２７日、２月２４日を除く）
午後２時３０分～５時（計１０回）

視覚障害者が映
画を楽しむ副音
声作り　　（２０）

１２月
１９日５０００円勤労福祉会館

皆さんの耳に残っている懐かしいスクリーンミ
ュージック。思い出をもう一度日本語と原語で
楽しみましょう。／テノール歌手　鹿内芳仁

１月１５日～３月１９日の毎週月曜
日（２月５日、３月１２日を除く）午
後６時４５分～８時４５分（計８回）

懐かしの映画音
楽をコーラスで

（２５）

１２月
１５日

６２００円
（リコー
ダー代
別）

勤労福祉会館
音楽を通して心身ともにリフレッシュしましょ
う。ジャズの名曲をリコーダーで演奏しましょ
う。／作・編曲家　森重恭典

１月１３日・２０日、２月３日・１０日・
１７日・２４日､３月１０日・１７日・２４
日､４月７日いずれも土曜日午
後２時～４時（計１０回）

リコーダーで奏
でるジャズの名
曲

（２５）

１２月
５日

１２００円
（保険料
含む）

荻窪体育館（荻窪３崖
４７崖２）

親子一緒に紙や布を使って体をたっぷり動かし
遊びましょう。親子のスキンシップやコミュニ
ケーションが高まります。／体奏家　新井英夫

１２月１６日㈯午後１時～４時
親子でカラダで
遊ぼう

（１５組）

１２月
１５日

無料

野村證券荻窪支店
（上荻１崖８崖８）

退職前に考える豊かなセカンドライフ、株式投
資入門／一級建築士　寺尾信子、野村證券アド
バイザー

１月１３日㈯午前１０時～正午
暮らしのスリム
化による貯蓄と
株式投資①（３５）

１月
２３日野村證券荻窪支店

永いセカンドライフ、暮らしのスリム化を計り
貯蓄についても学び、気持ちのよい生活づくり
を学びます／①と同じ

２月１７日㈯午前１０時～正午
暮らしのスリム
化による貯蓄と
株式投資②（３５）
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①９月１１日付広報８面「体育施設の
年末年始開場日を一部拡大します」

記事中で、塚山公園運動場と柏の宮公園庭球場は休場
すると掲載しましたが、開場の誤りでした。②１１月１１
日付広報２面「エイズ予防・ＨＩＶ検査」記事中、平日
検査の受付時間は午前９時～１０時３０分の誤りでした。

訂正とおわ訂正とおわびび



●７

〈広報すぎなみ発行日〉…毎月１日・１１日・２１日 【凡例】 ＝日時　 ＝場所　 ＝内容　 ＝講師　 ＝対象　 ＝定員　 ＝参加費　 ＝申し込み　 ＝問い合わせ　 ＝その他時 場 内 師 対 定 費 申 問 他

NO.1785平成１８（２００６）年11月21日（火曜日）

国
民
年
金
の
メ
リ
ッ
ト

◇
頼
れ
る
終
身
年
金
で
す

　
　

歳
～　

歳
ま
で
の
四
〇
年
間
の

２０

６０

う
ち
、
保
険
料
納
付
済
期
間
と
免
除

期
間
な
ど
の
合
計
が
二
五
年
以
上
あ

れ
ば
、
生
涯
、
年
金
を
受
け
取
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

◇
税
制
上
も
有
利
で
す

　

納
め
た
保
険
料
は
、
全
額
が
社
会

保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

◇
国
の
負
担
率
が
引
き
上
げ
に
な
り

ま
す

　

支
払
っ
た
保
険
料
以
外
に
国
が
年

金
額
の
三
分
の
一
を
負
担
し
て
い
ま

す
が
、
平
成　

年
度
を
目
途
に
二
分

２１

の
一
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

　

歳
に
な
っ
た
ら
全
員
加
入

２０◇
必
ず
加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

方
①
第
一
号
被
保
険
者
…
日
本
在
住
の

　

歳
以
上　

歳
未
満
の
方
で
、
自
営

２０

６０

業
者
、
学
生
、
ア
ル
バ
イ
ト
の
方
な

ど
。
保
険
料
は
月
額
一
万
三
八
六
〇

円
（　

年
度
）
で
、
ま
と
め
て
前
納

１８

す
る
と
割
引
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

将
来
の
年
金
額
を
増
や
す
付
加
保
険

料
の
制
度
（
月
額
四
〇
〇
円
増
）
も

あ
り
ま
す
。

②
第
二
号
被
保
険
者
…
会
社
員
、
公

務
員
な
ど
厚
生
年
金
や
共
済
組
合
に

加
入
し
て
い
る
方
。
保
険
料
は
給
料

か
ら
天
引
き
さ
れ
ま
す
。

③
第
三
号
被
保
険
者
…
第
二
号
被
保

険
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
配
偶
者
。

保
険
料
を
納
め
る
必
要
が
な
く
、
扶

養
者
の
勤
務
先
に
届
出
が
必
要
で

す
。

◇
希
望
に
よ
り
加
入
で
き
る
方

①
日
本
国
籍
で
国
外
在
住
の　

歳
以

２０

上　

歳
未
満
の
方

６５
②
日
本
在
住
の　

歳
以
上　

歳
未
満

６０

６５

の
方

③　

歳
以
上　

歳
未
満
で
、
老
齢
基

６５

７０

礎
年
金
な
ど
の
受
給
権
の
な
い
方

保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
と
き

　

所
得
の
減
少
や
失
業
な
ど
で
納
付

が
困
難
な
方
は
、
申
請
し
て
認
め
ら

れ
る
と
保
険
料
が
免
除
ま
た
は
猶
予

に
な
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
内
容
は

下
表
の
と
お
り
で
す
。

　

な
お
、
若
年
者
納
付
猶
予
は　

歳
３０

未
満
の
方
が
、
学
生
納
付
特
例
は
、

大
学
（
院
）、
短
期
大
学
、
高
等
専
門

学
校
、
専
修
・
専
門
学
校
お
よ
び
各

種
学
校
な
ど
（
夜
間
・
通
信
制
を
含

む
）に
在
学
す
る
学
生
が
対
象
で
す
。

※
免
除
・
猶
予
が
承
認
さ
れ
た
期
間

は
、
年
金
受
給
資
格
期
間
に
算
入

さ
れ
ま
す
。
な
お
、
一
部
納
付

（
免
除
）
は
、
一
部
納
付
額
を
期

限
ま
で
に
納
め
な
か
っ
た
場
合
、

そ
の
期
間
は
免
除
が
無
効
と
な
り

未
納
期
間
と
な
り
ま
す
。
免
除
や

猶
予
が
認
め
ら
れ
た
期
間
は
一
〇

年
以
内
な
ら
ば
、
あ
と
か
ら
納
付

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
経
過
期

間
に
応
じ
て
一
定
の
利
率
が
加
算

さ
れ
ま
す
）。

※
退
職
な
ど
の
特
例
的
な
事
情
の
場

合
は
、
別
途
審
査
が
あ
り
ま
す
。

受
け
取
る
年
金
の
種
類

◇
老
齢
基
礎
年
金

　

国
民
年
金
に
加
入
し
て
、
保
険
料

納
付
済
期
間
や
免
除
期
間
な
ど
の
合

計
が
二
五
年
以
上
あ
る
方
が
、　

歳
６５

か
ら
受
給
で
き
ま
す
。
年
金
額
は
、

（　

年
度
）七
九
万
二
一
〇
〇
円（
四

１８
〇
年
間
保
険
料
納
付
済
で
、　

歳
受

６５

給
開
始
の
場
合
）
で
す
。

◇
障
害
基
礎
年
金

　

国
民
年
金
加
入
中
ま
た
は　

歳
前

２０

に
初
診
日
の
あ
る
病
気
や
け
が
に
よ

っ
て
重
い
障
害
を
持
ち
、
日
常
生
活

に
支
障
の
あ
る
方
が
受
け
ら
れ
ま
す

（
保
険
料
の
納
付
な
ど
要
件
が
あ
り

ま
す
）。

◇
遺
族
基
礎
年
金

　

国
民
年
金
加
入
者
ま
た
は
老
齢
基

礎
年
金
の
受
給
資
格
を
満
た
し
た
方

が
亡
く
な
っ
た
と
き
、
扶
養
さ
れ
て

い
た
子
の
い
る
妻
ま
た
は
子
が
受
け

ら
れ
ま
す
。
受
給
期
間
は
、
子
が　
１８

歳
に
達
し
た
日
以
降
の
最
初
の
３
月

　

日
ま
で
で
す
。
な
お
、
子
に
障
害

３１が
あ
る
と
き
は　

歳
に
達
す
る
ま
で

２０

で
す
（
保
険
料
の
納
付
な
ど
要
件
が

あ
り
ま
す
）。

◇
特
別
障
害
給
付
金
制
度

　
　

歳
未
満
の
方
で
、
平
成
３
年
３

６５
月
以
前
に
学
生
だ
っ
た
方
、
昭
和　
６１

年
３
月
以
前
に
厚
生
年
金
、
共
済
組

合
加
入
者
の
配
偶
者
だ
っ
た
方
で
、

国
民
年
金
に
任
意
加
入
し
な
か
っ
た

期
間
に
初
診
日
が
あ
り
、
現
在
、
障

害
基
礎
年
金
の
１
級
ま
た
は
２
級
相

当
の
障
害
状
態
に
あ
る
方
が
受
け
ら

れ
ま
す
（
所
得
制
限
な
ど
要
件
が
あ

り
ま
す
）。

国
民
年
金
な
ら
で
は
の
制
度

◇
寡
婦
年
金

　

第
一
号
被
保
険
者
の
保
険
料
納
付

済
期
間
な
ど
が
二
五
年
以
上
あ
る
夫

（
婚
姻
期
間
一
〇
年
以
上
）
が
年
金

を
受
け
ず
に
亡
く
な
っ
た
と
き
に
、

妻
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

◇
死
亡
一
時
金

　

第
一
号
被
保
険
者
と
し
て
保
険
料

を
三
年
以
上
納
め
た
方
が
年
金
を
受

け
ず
に
亡
く
な
っ
た
と
き
、
同
一
生

計
だ
っ
た
遺
族
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

捌
社
会
保
険
庁
の
電
話
年
金
相
談 

「
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
」を 

ご
利
用
く
だ
さ
い

　

受
付
時
間
は
、
午
前
８
時　

分
～

３０

午
後
５
時　

分
で
す
（
土
・
日
曜
日
、

１５

祝
日
、
年
末
年
始
は
除
く
）。

◇
年
金
請
求
な
ど
の
相
談

　

☎
０
５
７
０
倆
０
５
倆
１
１
６
５

◇
既
に
年
金
を
受
け
て
い
る
方
の
年

金
相
談

　

☎
０
５
７
０
倆
０
７
倆
１
１
６
５

国
民
年
金
制
度
は
昭
和　

年
に
創
設
さ
れ
、
当
初　

歳
で
あ
っ
た
方
が
本
年
、
老
齢
基
礎
年
金

３６

２０

の
受
給
を
開
始
さ
れ
る
節
目
の
年
を
迎
え
て
い
ま
す
。
老
後
の
生
活
を
支
え
る
柱
と
し
て
、
ま

た
、
万
一
重
い
障
害
を
持
つ
こ
と
に
な
っ
た
時
な
ど
の
強
い
味
方
と
し
て
、
重
要
な
役
割
を
担

っ
て
い
ま
す
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　

們
們
問
い
合
わ
せ
は
、
国
保
年
金
課
国
民
年
金
係
へ
。

こんなときには杉並社会保険事務所へ
〒１６６崖８５５０　高円寺南２崖５４崖９　☎３３１２崖１５１１

社会保険庁 http://www.sia.go.jp/HP

　国民年金の業務は、区役所の国民年金係と国の機関である杉並社会
保険事務所の二つに分かれて行っています。次の内容については、杉
並社会保険事務所で扱っています。
◇国民年金保険料に関すること
　納付の確認、保険料納付書の請求、口座振替に関すること、年金加
入記録など
◇年金を受け取っていた方が亡くなったとき
　（ただし障害基礎年金などの受給者が亡くなった場合は区役所です）
◇厚生年金に加入したことがあるか、第３号被保険者だった期間のあ
　る方が年金の受給手続きを行うとき
◇離婚時の厚生年金の分割についての情報提供
　１９年４月から、離婚時の厚生年金の分割制度が導入されます。それ
に先立ち、必要な情報を杉並社会保険事務所で請求することができる
ようになりました。年金手帳や戸籍謄抄本など必要な書類があります
ので、事前にお問い合わせください。　

◆国民年金推進員（非常勤の国家公務員）が制度のＰＲ、保険料納付
などについて、区内の国民年金加入者宅を訪問しています。写真付き
の身分証明書を携帯しています。不審に思われたときは杉並社会保険
事務所までご確認ください。

〈国民年金保険料免除・猶予制度〉

年金額の計算納める
保険料額所得基準所得審査が

必要な対象者種　類

３分の１月無（扶養親族等の数＋１）
×３５万円＋２２万円本人・配偶者・世帯主全額免除

２分の１月３４７０円７８万円＋各種控除本人・配偶者・世帯主４分の１納付
３分の２月６９３０円１１８万円＋各種控除本人・配偶者・世帯主半額納付

６分の５月１万
４００円１５８万円＋各種控除本人・配偶者・世帯主４分の３納付

０無（扶養親族等の数＋１）
×３５万円＋２２万円本人・配偶者若年者

納付猶予
０無１１８万円＋各種控除本人学生納付特例

葛左記の民間施設を利用するにあたっての注意事項滑
①区の宿泊補助の適用を受けるためには、運転免許証・杉並区民証・健康
保険証・障害者手帳など区内在住の証明になるもの（コピー可）を現地施
設で提示のうえ、書類に記入してください（お持ちにならない時は宿泊補
助は適用されません。また、払い戻しはしません）。②富士学園は小学生以
上に、弓ケ浜クラブは５歳以上に宿泊料金が適用されます。③宿泊の予約
は、申込先に直接ご連絡ください。ファクスは予約可否の返信をします。
近畿日本ツーリスト区役所内営業所では宿泊予約は受け付けません。④
季節（年末年始、夏季など）、利用人数により宿泊料金が左記と異なる場合
があります。詳細は申込先にお問い合わせください（富士学園・弓ケ浜ク
ラブは学校優先使用のためご利用いただけない日もあります）。⑤各施設
のパンフレットは区役所、区民事務所・分室、駅前事務所、地域区民センタ
ー、区民集会所にあります。

民間事業者が経営しています。予約・問い合わせは、各申込先へ。

猿
猿
宿
泊
施
設
ガ
イ
ド
猿
猿

弓ケ浜クラブ
（静岡県賀茂郡
南伊豆町湊７８１）

富士学園
（山梨県南都留郡
忍野村忍草２９９７）

ホテル・コニファーいわびつ
（群馬県吾妻郡東吾妻町
大字原町字岩櫃山４３９９）

湯の里「杉菜（すぎな）」
（神奈川県足柄下郡
湯河原町宮上２７９）

施設名
（住所）

緯０１２０‐４１２‐２２４
緯０５５８‐６２‐３１８７
（午前１０時～午後５時、

年中無休）

緯０１２０‐８４４‐８９１
（午前１０時～午後６時、
年末年始を除く）

緯０２７９‐６８‐５３３８
（午前９時～午後８時、

年中無休）
胃０２７９‐６８‐５４１７

緯０１２０‐４６５‐００２
緯０４６５‐６２‐４８０５
（午前９時～午後８時、

年中無休）

電話番号
（受付時間）
ファクス申

込
先 各施設の予約ができます（区ホームページの「生活ガイド」からも接続できます） 
インター
ネット http://www.yumigah 

ama-club.com/
http://www.anshinya 
do.com/http://www.iwabitsu.co.jp/http://www.yunosato-su 

gina.com/sugina/

７３５０円
（割引キャンペーン
１９年４月３０日〈１２月２９
日～１９年１月３日を除
く〉まで＝５２５０円）

６７２０円～（冬期割引
＝１９年３月１８日まで
の金～日曜日宿泊＝
５７７５円〈年末年始は
除く〉）

７９８０円～（区民冬期平日割
引＝１９年１月８日～３月１６日
＝７０００円〈入湯税込み〉）

区民＝７９８０円～
一般＝８４００円～大　人

平
日宿

泊
料
金
（
消
費
税
込
み
）
な
ど

６３００円～区民＝５５６５円～
一般＝５９８５円～子ども

７３５０円～（冬期割引＝
１９年３月１８日までの金
～日曜日宿泊＝５７７５
円〈年末年始は除く〉）

９０３０円～区民＝９０３０円～
一般＝９４５０円～大　人休

前
日 ７３５０円～区民＝６６１５円～

一般＝７０３５円～子ども

１２歳以上１３０円中学生以上１５０円１２歳以上１５０円入湯税
１２月１３日・１４日、１９年１月１６
日～１８日、２月１３日～１５日１２月２０日・２１日休館日

利用人数により、宿泊料金が変わる場合もあります。上記宿泊料金（消費税込み）に対して、区民（区内在住者）
の方には２０００円（６５歳以上または障害者には３０００円）の宿泊補助が適用されます。利用日の１週間前からの変更、
取消はキャンセル料がかかる場合があります。

宿泊開始日の６カ月前の日申込開始日

直営施設
教職員研修所「秋川荘」（あきる野市五日市）緯０４２‐５９６‐０６９３施設
大人＝４４００円、子ども＝２７００円。年末年始（１２月２９日～
１９年１月３日）＝大人５４００円、子ども３７００円

料金
１泊２食

１９年１月の利用申し込み＝研修使用日以外は、１２月１１日
から使用日の原則３日前まで（前日と前々日は施設の都
合による）電話または窓口で受け付けます。なお、１２月
１１日は電話のみの受け付け（先着順）となります。予約
の取れた方には、使用承認書をお送りしますので、忘れ
ずに現地施設にお持ちください。利用料金などは現地施
設でお支払いください。

申込
方法

１９年１月１１日休館日
近畿日本ツーリスト区役所内営業所緯３３１２‐６４３１（直通）
へ（午前８時３０分～午後５時。土・日曜日、祝日は除く）。

問い合
わせ先

み
ん
な
で
支
え

み
ん
な
で
支
え
るる
「「
国
民
年
金
」

国
民
年
金
」
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◆ １２月の各種健康相談 ◆
和泉保健センター
（和泉４‐５０‐６）
緯３３１３‐９３３１

上井草保健センター
（上井草３‐８‐１９）
緯３３９４‐１２１２

高円寺保健センター
（高円寺南３‐２４‐１５）

緯３３１１‐０１１６

高井戸保健センター
（高井戸東３‐２０‐３）

緯３３３４‐４３０４

荻窪保健センター
（荻窪５‐２０‐１）
緯３３９１‐００１５

７・２１日
午前９時～１０時３０分

７・１５日
午前９時～１０時３０分

５・１９日
午前９時～１０時３０分

７・２１日
午前９時～１０時３０分

８・２２日
午前９時～１０時３０分

健康相談（検査は有料）
直接会場へ

１８日
午前９時３０分～１０時３０分

２０日
午前９時～１０時

２２日
午前９時３０分～１０時１５分

１日
午後１時１５分～３時

１４日
午前９時１５分～１０時３０分

子育てに関する相談
（計測）・子育て交流

１２月はありません７・２１日１・８・１５・２０日１２月はありません６・１３・２０・２７日
母親学級…母子健康手
帳を持って直接会場へ 午後１時３０分～４時（荻窪保健センターの１３日は午後１時～、２０日は午後１時１５分～、２７日は午前９時３０分～、

高円寺保健センターの８日は午後１時～、２０日は午前９時３０分～、上井草保健センターの７日は午後１時～）

１２月はありません１４日（事前申込制）１５日（事前申込制）１２月はありません２０日（事前申込制）
パパ・ママ学級

午後１時３０分～４時まで
２１日

午後１時３０分～３時
１２日

午前１０時３０分～正午１２月はありません７日
午前１０時３０分～正午

２０日（電話予約制）
午前１０時～正午

離乳食講習会（無料）
直接会場へ

１１日
午後１時１５分～２時３０分

５・１８日
午前９時～１０時３０分

１３日
午後１時１５分～２時３０分

７・２０日
午前９時～１０時３０分

７・１４日
午後１時１５分～２時３０分

５・１９日
午前９時～１０時３０分

１・１５日
午後１時１５分～２時３０分

４・１８日
午前９時～１０時３０分

７・２１日
午後１時１５分～２時３０分

８・２２日
午前９時～１０時３０分

乳幼児歯科相談（無料）
…電話予約

９日㈯午後１時～３時３０分　杉並区歯科医師会（阿佐谷南３‐３４‐３）　問い合わせは、緯３３９３‐０３９１へ歯の健康相談（無料）
１４日

午後１時３０分～
７日

午後１時３０分～
８・１５日

午後１時３０分～
１２日

午前９時３０分～
６日

午後１時３０分～
ものわすれ相談（無料）
…電話予約

１１月３０日
午後１時３０分～

１３日
午後１時３０分～

１日・２１日
午後１時３０分～

７日午後１時３０分～
２１日午前９時３０分～

１５・２１日
午後１時３０分～心の健康相談（無料）

…電話予約
うつ・ひきこもり・精神疾患・思春期問題・依存症の保健相談も行います

（注）１．杉並区に転入し、妊婦・乳幼児健診受診票、予防接種予診票が必要な方は、各保健センターまたは区役所東棟１階保健福祉相談窓口へ。
　　２．荻窪保健センターの離乳食講習会は電話予約制で、申し込みは当月１日（土・日曜日、祝日の場合は最初の平日）からです（先着３０名）。
　　３．荻窪保健センターの母親学級は電話予約制で、定員２５名・先着順です。

育
て
よ
う
一
人
一
人
の
人
権
意

育
て
よ
う 
一
人
一
人
の 
人
権
意
識識

　

思
い
や
り
の

思
い
や
り
の
心心
・・
か
け
が
え
の
な
い
命
を
大
切

か
け
が
え
の
な
い
命
を
大
切
にに

人
は
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
自
由
で
平
等
で
あ
り
、
だ
れ
も
が
人
間
と
し
て
幸
せ
な
生
活
を
送
る

権
利
を
持
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
人
種
・
信
条
・
性
別
・
社
会
的
身
分
・
門
地
な
ど
に
よ
っ
て

不
当
な
差
別
を
受
け
、
苦
し
ん
で
い
る
方
が
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
人
権
の
持
つ
意
味
と
そ
の

大
切
さ
に
つ
い
て
あ
ら
た
め
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。　  　

―
―
問
い
合
わ
せ
は
、
総
務
課
へ
。

配
偶
者
か
ら
の
暴
力
は 

人
権
侵
害
か
つ
犯
罪
で
す

　

自
分
の
パ
ー
ト
ナ
ー
な
ど
を
、
力

で
思
い
通
り
に
さ
せ
る
行
為
は
、
相

手
の
人
権
を
認
め
な
い
恥
ず
べ
き
行

為
で
す
。

　

配
偶
者
か
ら
の
暴
力
は
、
家
庭
内

だ
け
の
問
題
、
当
事
者
間
だ
け
の
問

題
で
は
な
く
、
社
会
全
体
で
解
決
す

べ
き
問
題
で
す
。
私
た
ち
一
人
ひ
と

り
が
、
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
は
身
近

に
あ
る
重
大
な
人
権
侵
害
で
あ
る
こ

と
を
よ
く
理
解
し
、
配
偶
者
か
ら
の

暴
力
を
認
め
な
い
社
会
を
築
い
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

　

暴
力
を
振
る
わ
れ
て
い
る
方
、
そ

の
相
談
を
受
け
た
方
は
、
男
女
平
等

推
進
セ
ン
タ
ー
、
福
祉
事
務
所
、
警

察
署
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

子
ど
も
の
人
権
を
守
ろ
う

　

保
護
者
な
ど
に
よ
る
児
童
の
虐

待
、
児
童
買
春
や
児
童
ポ
ル
ノ
、
子

ど
も
の
間
で
の
い
じ
め
な
ど
、
子
ど

も
の
人
権
に
か
か
わ
る
問
題
が
多
く

発
生
し
て
い
ま
す
。

　

特
に
虐
待
は
、
相
談
・
通
報
件
数

と
も
増
加
の
一
途
を
た
ど
り
、
虐
待

を
受
け
て
子
ど
も
が
死
亡
す
る
痛
ま

し
い
事
件
も
発
生
す
る
な
ど
、
社
会

全
体
と
し
て
早
急
に
取
り
組
む
べ
き

課
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
の
命
や
心
身
の
発
達
に
深

刻
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
れ
ら
の
問
題

に
対
し
て
関
心
を
向
け
、
す
べ
て
の

子
ど
も
た
ち
が
、
一
人
の
人
間
と
し

て
尊
重
さ
れ
、
健
や
か
に
育
つ
こ
と

の
で
き
る
環
境
づ
く
り
に
向
け
努
力

す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

子
ど
も
の
様
子
が
い
つ
も
と
違
う

と
感
じ
た
り
、
虐
待
や
い
じ
め
が
わ

か
っ
た
と
き
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
 

子
ど
も
と
家
庭
の
総
合
相
談
＝

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
・
ゆ
う

ラ
イ
ン
緯
５
９
２
９
倆
１
９
０
１
／

問

い
じ
め
・
不
登
校
電
話
相
談
＝
済
美

教
育
セ
ン
タ
ー
緯
３
３
１
７
倆
１
１

９
０

高
齢
者
の
尊
厳
あ
る
暮
ら
し

を
実
現
們
高
齢
者
へ
の
虐
待
を

し
な
い
、
さ
せ
な
い

　

家
族
が
介
護
に
疲
れ
た
り
、
高
齢

者
の
判
断
能
力
が
低
下
し
た
り
す
る

と
、
高
齢
者
虐
待
が
生
じ
や
す
く
な

り
ま
す
。家
族
が
無
自
覚
の
う
ち
に
、

高
齢
者
の
権
利
を
侵
害
し
て
い
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
虐
待
を
未
然
に
防

止
す
る
た
め
に
は
、
高
齢
者
の
立
場

に
立
ち
、
人
権
を
擁
護
す
る
地
域
づ

く
り
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
 

虐
待
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
高

齢
者
を
発
見
し
た
場
合
は
区
の
通
報

受
付
専
用
緯
５
３
０
７
倆
０
６
４
８

／
高
齢
者
虐
待
に
関
す
る
相
談
は
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
ケ
ア　

）
２４

障
害
の
あ
る
人
も
な
い
人
も

と
も
に
生
き
る
社
会
の
実
現

　

障
害
の
あ
る
方
が
住
み
慣
れ
た
地

域
で
自
立
し
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
へ
の

参
加
が
保
障
さ
れ
る
社
会
で
あ
る
た

問

め
に
は
、
よ
り
深
く
障
害
に
つ
い
て

理
解
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

部
落
差
別
を
な
く
そ
う

　

部
落
差
別
問
題
（
同
和
問
題
）
は
、

日
本
社
会
の
歴
史
的
発
展
の
過
程
で

形
づ
く
ら
れ
た
身
分
差
別
に
よ
り
、

一
部
の
方
が
長
い
間
、
経
済
的
、
社

会
的
、
文
化
的
に
低
位
の
状
態
を
強

い
ら
れ
、
今
な
お
、
結
婚
や
就
職
、

日
常
生
活
の
中
で
さ
ま
ざ
ま
な
差
別

を
受
け
て
い
る
わ
が
国
固
有
の
重
大

な
社
会
問
題
で
す
。
こ
の
差
別
を
な

く
す
た
め
に
は
、
同
和
問
題
へ
の
正

し
い
理
解
と
認
識
を
持
ち
、
国
民
全

体
の
課
題
と
し
て
差
別
の
解
消
に
努

め
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

犯
罪
被
害
者
と
そ
の
家
族
の

人
権
に
配
慮
し
よ
う

　

犯
罪
被
害
者
や
そ
の
家
族
・
遺
族

は
、
被
害
に
よ
る
精
神
的
な
苦
痛
や

体
調
の
不
良
、
周
囲
の
無
責
任
な
う

わ
さ
や
中
傷
な
ど
、
様
々
な
問
題
に

苦
し
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ま

で
十
分
な
支
援
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。そ
こ
で
区
で
は
、

全
国
自
治
体
に
先
駆
け
て
「
総
合
支

援
窓
口
」
を
開
設
し
、
犯
罪
被
害
者

等
へ
次
の
よ
う
な
支
援
を
行
っ
て
い

ま
す
。
一
人
で
悩
ま
ず
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
 

①
相
談
・
情
報
提
供
・
各
種
手
続

き
・
付
添
い
な
ど
②
一
時
利
用
住
宅

内

の
提
供
③
家
事
・
育
児
な
ど
の
ホ
ー

ム
ヘ
ル
パ
ー
を
派
遣
④
応
急
に
資
金

が
必
要
な
場
合
に
、
資
金
の
貸
付 

相
談
専
用
緯
５
３
０
７
倆
０
６
２
０

外
国
人
も
地
域
の
一
員

　

区
に
は
一
万
人
を
超
え
る
外
国
人

が
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
方

の
中
に
は
、
文
化
や
生
活
習
慣
の
相

違
な
ど
に
よ
る
誤
解
や
行
き
違
い

で
、
偏
見
を
持
た
れ
た
り
、
入
店
拒

否
や
入
居
、
就
労
な
ど
、
様
々
な
差

別
や
嫌
が
ら
せ
を
受
け
て
い
る
方
が

い
ま
す
。

　

日
ご
ろ
の
交
流
を
通
じ
、
お
互
い

を
理
解
し
、
地
域
で
生
活
す
る
一
員

で
あ
る
と
い
う
認
識
を
持
つ
こ
と
が

大
切
で
す
。

 
拉  
致 
問
題
の
早
期
解
決
を

ら 

ち

　

北
朝
鮮
に
よ
る
日
本
人
拉
致
事
件

は
、
今
も
な
お
完
全
な
解
決
に
至
っ

て
い
ま
せ
ん
。
拉
致
は
、
許
さ
れ
な

い
行
為
で
あ
り
、
重
大
な
人
権
侵
害

で
す
。
６
月
に
は
「
拉
致
問
題
そ
の

他
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問

題
へ
の
対
処
に
関
す
る
法
律
」
が
施

行
さ
れ
、
毎
年　

月　

日
〜　

日
の

１２

１０

１６

一
週
間
が
「
北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題

啓
発
週
間
」
と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

区
は
、
こ
う
し
た
問
題
が
二
度
と

起
こ
ら
な
い
よ
う
、
ま
た
、
全
容
の

究
明
と
一
刻
も
早
い
解
決
を
強
く
望

み
ま
す
。

問

　
　

月　

日
は
国
連
が
「
世
界

１２

１０

人
権
宣
言
」
を
採
択
し
「
人
権

デ
ー
」
と
定
め
た
日
で
す
。
こ

の
人
権
デ
ー
ま
で
の
一
週
間

（　

月
４
日
㈪
～　

日
㈰
）
を

１２

１０

「
人
権
週
間
」
と
し
、
人
権
意

識
の
普
及
・
高
揚
に
努
め
て
い

ま
す
。

　 １２月９日㈯午後１時（０時３０分開
場） セシオン杉並（梅里１崖２２崖３２）
 「すこやかにしなやかに」詩の朗読と
ピアノ演奏（出演＝谷川俊太郎、谷川賢
作）、吹奏楽（出演＝都立杉並高等学校
吹奏楽部）、井草囃子（出演＝区立桃井
第五小学校井草ばやしクラブ）、子ども
たちからの人権メッセージ（出演＝区内
小中学生） 無料 当日、直接会場へ 
区役所いつでも電話サービス☎＃８８００、
緯３３７２崖８８００または区政相談課 人権パ
ネル展（小中学生の作品と著名人の色紙
を展示）を１２月９日㈯・１０日㈰午前１０時
～午後５時にセシオン杉並で開催して
います

時
場

内

費 申 問

他

杉並区
人権フェスティバル２００６
「子どもたちからのメッセージ」
　〜やさしさを大切に
　　　　思いやりの心を育てよう

〈人権問題でお困りの時はご相談ください〉
◆区政相談課
毎月第３金曜日の午後１時～４時（受付は３時まで）
◆人権擁護委員

電話番号氏名（住所）
緯５２１１崖７３６１安部陽一郎（南荻窪）
緯３３５５崖０２５１上野伊知郎（松ノ木）
緯３３１１崖０７７４小野忠（松ノ木）
緯３３１２崖２５３２久保田惠政（堀ノ内）
緯５２８３崖３８１８白石光征（下井草）
緯５４１０崖６０７０高石昌子（成田東）
緯３３１６崖０７０１高橋裕子（阿佐谷南）
緯５９３２崖５４４１林伸子（上井草）
緯５５４５崖６４７１松本徹子（荻窪）
緯３３９０崖６９８８三浦範子（西荻北）
緯３３３１崖３０３１森村智惠子（南荻窪）
緯３３３９崖８９３５矢澤久美子（阿佐谷北）
緯３３９３崖４４５０柳澤純子（荻窪）
緯５６８９崖０５１８◆東京法務局
緯０５７０崖０７０崖８１０◆女性の人権ホットライン
緯０５７０崖０７０崖１１０◆子どもの人権１１０番
１２月８日㈮午後５時
～８時
緯５８０８崖３１１５

◆夜間人権ホットライン
　東京都人権啓発センター
　での電話無料法律相談

人口と世帯
住
民
登
録

人口／５１万９２６６人（２４６増）
　男　／２５万０８０９人（３６増）
　女　／２６万８４５７人（２１０増）
世帯／２８万３９７９　（１７５増）

外
国
人
登
録

人口／１万０６９１人（１０９増）
　男　／　　５２０９人（３５増）
　女　／　　５４８２人（７４増）
世帯／　　８７７３　（９３増）

１８年１１月１日現在、（　）は前月比

総人口／５２万９９５７人    （３５５増）

いじめ…ひとりで悩まないで、まず、電話を！
済美教育センター教育相談緯３３１７崖１１９０
月～金曜日午前９時～午後４時（祝日を除く）
子ども家庭支援センターゆうライン緯５９２９崖１９０１
月～土曜日午前９時～午後７時（祝日を除く）
警視庁ヤング・テレホン・コーナー緯３５８０崖４９７０
月～金曜日午前８時３０分～午後８時（土曜・日曜・
祝日は午後５時まで）
東京弁護士会子どもの人権１１０番緯３５０３崖０１１０
月～金曜日午後１時３０分～４時３０分、午後５時～
８時、土曜日午後１時～４時
東京都教育相談センター緯３４９３崖８００８
月～金曜日午前９時～午後９時（土・日曜・祝日は
午後５時まで）
※いずれも、年末年始は除きます。


